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は九月に、大内地区の菊地建設という会社で
職場体験活動をしました。実際の現場では、

機械の大きさや、危険な現場での作業に驚くととも
に、仕事をしている方への尊敬の気持ちも沸いてき
ました。また、体験作業としてキャベツの種まきを
しました。一つの会社の中で、建設現場の仕事や野
菜栽培の仕事など、いろいろな種類の仕事を行って
いることに驚きました。働いている方々は、私たち
にとても優しく接してくださり、充実した二日間と
なりました。
　今回の職場体験活動を通して、私の住む地域にこ
のような会社があることを知り、とても頼もしく感
じました。あらためて地域の良さを実感すると同時
に、将来は地域に貢献できる人になりたいと思いま
した。

が住んでいる大内は、自然が豊かでおいしい農
作物がたくさん採れます。私は近所の人からいた

だく枝豆やキュウリが大好きです。
　小さいころは、何もない大内があまり好きではありませ
んでした。ですが、大内にある山や自然は、何十年、何
百年と長い時間が積み重なってできていることを知り
ました。この山のおかげでおいしい空気が吸えて、おいし
い水が飲めて、おいしい食べ物を食べることができます。
　私が学校から帰ってくると、近くに住んでいるおばあ
ちゃんやいろんな人が「お帰り」と私にあいさつしてく
れます。私は恥ずかしくてだまってしまうことがありま
す。それなのに次の日もまたあいさつしてくれます。私
が思い切ってあいさつするとみんな笑顔になってくれ
ます。そして、私もうれしくなります。
　大内は、人も自然も私たちに優しくしてくれる。そう
いうところが大好きです。

愛 ＬＯＶＥ
アイ ラブ

ゆりほんじょう
vol.３2

私 私

私の好きな大内地域の良さ、実感！

大内小学校 ５年

さん伊藤 萌衣

大内中学校 ２年

（町内名　長坂）（町内名　松山）

よね ざわ い とう め い

さん米澤 こはる

編
集
後
記

議
会
報
編
集
特
別
委
員
会

　今
年
は
、
私
が
住
職
を
任
じ
ら
れ
て
お
り
ま
す

龍
源
寺
が
開
か
れ
て
四
百
年
目
と
な
る
年
で
す
。

五
年
前
か
ら
亡
き
師
と
共
に
準
備
を
進
め
、
六
月

に
は
記
念
と
な
る
大
法
要
を
多
く
の
方
の
賛
助
の

下
、
営
む
事
が
で
き
、
本
当
に
有
り
難
い
一
年
に

な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　し
か
し
、
特
別
な
一
年
の
よ
う
に
思
え
て
も
、

世
の
中
に
四
百
年
の
歴
史
を
「
持
っ
て
い
な
い
」

も
の
も
き
っ
と
無
い
の
だ
ろ
う
、
と
思
え
た
の
も

こ
の
一
年
の
気
付
き
で
し
た
。
お
寺
の
伝
統
も
四

百
年
よ
り
前
か
ら
繋
が
っ
て
い
ま
す
。
人
も
物
も
、

確
か
め
ら
れ
な
い
だ
け
で
、
今
年
は
別
の
何
か
の

五
百
年
目
、
千
年
目
で
す
。
そ
の
豊
か
な
流
れ
の

貴
さ
と
責
任
、
そ
し
て
楽
し
さ
を
、
こ
れ
か
ら
の

糧
に
し
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　一
市
七
町
の
歴
史
伝
統
の
新
し
い
年
を
祝
し

て
。
合
掌

　
私
た
ち
議
会
報
特
別
委
員

会
も
２
年
が
過
ぎ
、
少
し
で

も
皆
様
に
「
伝
わ
る
議
会
報
」

を
目
指
し
て
編
集
委
員
一
同

努
力
し
て
き
ま
し
た
。

　
編
集
会
議
で
は
、
記
事
が

伝
わ
る
表
現
と
な
っ
て
い
る

か
、
短
文
で
理
解
で
き
る
内

容
か
な
ど
議
論
し
な
が
ら
締

め
切
り
日
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
議
会
報
に
欠
か
せ
な

い
「
愛
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
ゆ
り
ほ
ん
じ

ょ
う
」「
ま
ち
の
声
か
ら
」
に
は
、

毎
号
突
然
の
お
願
い
に
も
か

か
わ
ら
ず
ご
寄
稿
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
に

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
後
も
、
議
会
活
動
が
見
え
、

伝
わ
る
紙
面
と
な
る
よ
う
編

集
作
業
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
の
で
、
ご
愛
読
の
程
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　（
正
木
修
一
）

委
員
長

　
　正
木

　修
一

副
委
員
長

　泉
谷

　赳
馬

委
員

　
　
　小
川

　幾
代

　
　
　
　
　佐
藤

　正
人

　
　
　
　
　佐
々
木
隆
一

　
　
　
　
　大
友

　孝
徳

　
　
　
　
　甫
仮

　貴
子

　
　
　
　
　吉
田

　朋
子

　
　
　
　

 

　
　

  

（
議
席
順
）

議会だより第７３号 P.16 の小野彩夏さんの学年に誤りがありました。
　（誤）東由利中学校３年生　→　（正）東由利中学校２年生　　　お詫びして訂正いたします。お詫びと訂正

特
別
な
一
年
、
だ
け
ど…

じ
ゅ
ん

た
い

つ
ち

や

さ
ん

矢
島
地
域 

  

　　　　　　　　
（
町
内
名

　家
中
）

土
屋

　泰
順



秋田鳥海眺望のみちツーデーマーチ出発式

各期成同盟会等合同整備促進大会

国道１０７号整備促進期成同盟会・秋田県国道１０８号鳥海ライン整備促進期成同盟会通常総会

旧藩祭「交歓の夕べ」

消防訓練大会 

ヴァーツ祭開会式・友好都市展覧会開会式（ハンガリー）

秋田県市議会議長会県選出国会議員への実行運動（東京都）

矢島カップMt.鳥海バイシクルクラシック

東北日本海沿岸市町村議会協議会中央要望（東京都）～３日

東北市議会議長会理事会・実行運動（東京都）

鳥海高原由利原まつり

道でつなぐ・東北どまんなかサミット2023

いわきおどり（福島県いわき市）

鳥海獅子まつり

市戦没者追悼式・市戦没者遺族地方大会

本荘地区福祉展表彰式

石川善兵衛翁の功績をたたえる植林祭

総合防災訓練

市民ボート大会

市功労者選考委員会

由利本荘・にかほ市民医学講座

秋田県南市町村議会議長連絡協議会総会（横手市）

全国市町村交流レガッタ下諏訪大会議長懇話会（長野県下諏訪市）

議長公務（主なもの）議長公務（主なもの）議長公務（主なもの）議長公務（主なもの）

７月

８月

９月

９月

８月

７月

議会報編集特別委員会

議会報編集特別委員会

大阪府貝塚市議会行政視察来訪

教育民生常任委員会協議会

当局との連絡会議

総務常任委員会協議会

福井県坂井市議会行政視察来訪

産業建設常任委員会協議会

議長による新任議員等研修会

教育民生常任委員会協議会

議会運営委員会

香川県高松市議会行政視察来訪

本会議（開会）

本会議（一般質問）～７日

会派代表者会議

議会運営委員会

決算審査特別委員会

委員会（議案審査）決算審査特別委員会～１２日

決算審査特別委員会（主査報告）

議会全員協議会

会派代表者会議

議会運営委員会

本会議（閉会）

議会全員協議会

情報公開審議委員会

４日

１０日

１８日

２５日

３１日

２日

４日

７日

１０日

２２日

２５日

２９日

６日

７日

８日

１９日

２２日
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議会日誌議会日誌議会日誌議会日誌

９

月

定

例

会

（７／１～９／３０）

議会だよりをちいき本棚で！ 
由利本荘市議会だよりは、過去のものを含め、

「SideBooks」のちいき本棚でご覧いただけます。

 https://cccc.backshelf.jp/

２日

４日

６日

８日

９日

２１日

２６日

３０日

２日

４日

５日

６日

８日

１６日

１８日

２５日

１日

２日

１０日

１４日

２３日

２８日

３０日

　本会議でどんなことがどのように話し合われてい

るのか、様々な手段で知ることができます。皆さ

んの暮らしに直結していることばかりです。

　ぜひご覧ください。

議会を見よう！知ろう！

★議会を傍聴！ライブで！
★会議録で読む

★ケーブルテレビで生中継

★由利本荘市議会YouTubeチャンネル
　でライブ配信

由利本荘市議会YouTube
チャンネルはこちら→

議
長
就
任
に
あ
た
っ
て議　長

長　沼　久　利

… 

議
会
構
成
決
ま
る 

…

… 

議
会
構
成
決
ま
る 

…

　
こ
の
度
の
臨
時
会
に
お
い
て
第
８
代

議
長
に
選
任
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
身

に
余
る
光
栄
で
あ
る
と
同
時
に
、
議
決

機
関
で
あ
る
長
の
責
任
は
極
め
て
重
大

で
あ
り
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り

ま
す
。
公
正
・
公
平
か
つ
円
滑
な
議
会

運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
て
、本
市
に
お
け
る
課
題
は
、年
々

厳
し
さ
を
増
す
財
政
状
況
の
中
で
の
全

国
自
治
体
の
共
通
と
も
な
る
人
口
減
少

や
少
子
高
齢
化
社
会
に
対
応
し
た
医

療
・
福
祉
・
教
育
な
ど
の
充
実
で
あ
り

ま
す
。

　
議
会
と
し
て
、
開
か
れ
た
議
会
の
姿

を
模
索
し
つ
つ
、
多
様
化
す
る
住
民
ニ

ー
ズ
は
も
と
よ
り
、
時
代
変
化
を
的
確

に
と
ら
え
、
市
執
行
部
と
の
連
携
で
課

題
解
決
に
向
け
、
市
政
発
展
の
た
め
に

誠
心
誠
意
努
め
て
ま
い
る
覚
悟
で
あ
り

ま
す
。
今
後
と
も
、
市
民
の
皆
様
に
は

こ
れ
ま
で
以
上
の
ご
理
解
と
熱
量
あ
る

ご
教
示
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の

あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
11
月
17
日
に
開
催
さ
れ
た
令
和
５
年
第
１
回
臨
時
会
に
お
い
て
、
議
長
及
び
副

議
長
の
選
挙
が
行
わ
れ
、
投
票
の
結
果
、
議
長
に
長
沼
久
利
議
員
、
副
議
長
に
佐

藤
健
司
議
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
各
常
任
委
員
会
、
議
会
運
営
委
員
会
及
び
議
会
報
編
集
特
別
委
員
会
の

委
員
構
成
も
変
わ
り
ま
し
た
の
で
、
併
せ
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
本
臨
時
会
に
お
け
る
当
局
提
出
議
案
で
は
、
補
正
予
算
１
件
を
原
案
の

と
お
り
可
決
し
て
お
り
ま
す
。

一
丸
と
な
っ
て

副議長

佐　藤　健　司

　
こ
の
度
の
臨
時
会
に
お
い
て
、
副
議

長
を
拝
命
致
し
ま
し
た
。
そ
の
責
任
の

重
さ
か
ら
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ

り
ま
す
。

　
ま
だ
ま
だ
議
員
経
験
は
短
い
身
で
あ

り
ま
す
が
、
市
民
の
皆
様
の
負
託
に
応

え
る
た
め
、
議
員
各
位
の
協
力
を
得
な

が
ら
、
議
長
を
補
佐
し
、
議
会
運
営
、

市
政
発
展
に
尽
力
致
す
所
存
で
あ
り
ま

す
。

　
現
在
本
市
で
も
、
人
口
減
少
や
少
子

高
齢
化
な
ど
様
々
な
課
題
を
抱
え
て
お

り
ま
す
が
、
他
方
大
き
な
事
業
や
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
進
行
中
や
計
画
中
で
あ
り

ま
す
。
本
市
が
将
来
に
わ
た
っ
て
持
続

的
発
展
を
す
る
た
め
に
、
市
民
の
皆
様

の
声
を
聞
き
、
市
当
局
と
意
思
疎
通
を

図
り
、
市
議
会
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組

ん
で
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
の
一
層
の
ご
指
導
と
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

◎有害鳥獣被害防止対策事業　３９０万６千円

◎新山小学校改築事業　　　　　６４８０万円

◎矢島小学校改築事業　１億８０３６万２千円

◎生活応援券事業　　　　　４０９４万３千円

補正予算（主なもの）

原案
可決

11月臨時会議案

議会基本条例の検証を実施

　議会基本条例は、市議会が市民福祉の向上と市
政の伸展に寄与することを目的に、市民に信頼され
る機関として担うべき役割と責務を果たし、市民の
負託に応えられる議会を目指すため基本的な事項
を定めた条例です。
 令和 5 年度より、市議会の活動が本条例の目的を
達成するための活動を行っているかを、議会運営
委員の任期 2 年ごとに検証し結果を公表しています。

慶祝、
協賛など

弔　　　事

７月 ８月 ９月

61,900円
（10件）

27,461円
（5件）

51,850円
（8件）

30,000円
（1件）

0円
（0件）

26,500円
（1件）

議長交際費議長交際費議長交際費議長交際費

議長公務・交際費の詳細につきましては、市ホームページをご覧ください。

　議会基本条例検証結果報告書は
市のホームページをご覧ください。
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●熊本県天草市（５日）
　起業創業支援と販路拡大への取組について
●熊本県水俣市（６日）
　村丸ごと生活博物館推進事業について
●熊本県宇城市（７日）
　eスポーツ×デジタル拠点
　「うきのば」について

７月５日～７日

産業建設常任委員会

第３２回全国市町村交流レガッタ下諏訪大会
令和５年９月３０日（土）から10月1日（日）　　会場／下諏訪ローイングパーク

　
天
草
市
で
は
、「
起
業
創
業
・
中

小
企
業
支
援
セ
ン
タ
ー
」
や
「
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
・
あ
ま
く
さ
」、「
天
草
宝
島

物
産
公
社
」
に
お
い
て
、
起
業
創
業
支

援
や
販
路
拡
大
に
取
組
ん
で
お
り
、
商

品
開
発
や
雇
用
創
出
に
つ
な
が
っ
て
い

る
と
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
販
路
拡

大
に
つ
い
て
は
、
生
産
者
と
域
内
外
の

取
引
先
を
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
取
組
み

を
、
本
市
で
も
研
究
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　
水
俣
市
の
久
木
野
ふ
る
さ
と
セ
ン

タ
ー
「
愛
林
館
」
で
は
、
地
元
材
料
を

使
っ
た
味
噌
や
梅
干
し
な
ど
の
製
造
販

売
や
カ
フ
ェ
、
米
や
大
豆
の
生
産
販
売

な
ど
、
村
お
こ
し
に
取
り
組
ん
で
い
ま

し
た
。
本
市
で
も
農
村
の
維
持
な
ど
は

今
後
の
課
題
で
あ
り
、
行
政
と
し
て
の

考
え
を
整
理
し
研
究
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
ま
す
。

農村維持の説明ｅスポーツの実体験

　
宇
城
市
で
は
、ｅ
ス
ポ
ー
ツ
×
デ

ジ
タ
ル
拠
点
「
う
き
の
ば
」
を
開
設
し
、

市
民
に
よ
る
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
の
体
験
、
交

流
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。ｅ
ス
ポ
ー

ツ
は
人
を
集
め
る
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て

も
有
効
で
あ
り
、
社
会
的
意
義
や
地
域

産
業
へ
の
波
及
効
果
を
研
究
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　今回の全国レガッタの会場は、７年に一度、甲年と寅年に行われる天下の大祭、勇壮な祭りの代表的

な「木落し」の場面で有名な長野県下諏訪町。

　市議会クルーは９月の「市民レガッタ」を皮きりに「全国レガッタ」出場を目指し、６月頃から公務

の合間を縫って練習に汗をかいてきた。

　全国大会１日目は風の影響もなく、午前中に由利本荘市のチームは４０分の公式練習を終えた。選手

は異口同音に「子吉川より重い」を連発。選手の不調ぶりが目についた。

　その後、開会式を挟んで予選会が行われたが、議会２クルーとも予選会突破（５艇中１上がり）はな

らず敗退…。

　そんな中、由利本荘市チームは男子１６０歳以

上「悪友会」、女子１６０歳未満「由利本荘森林

組合Ｌ」は、共に優勝と準優勝の好成績を納め

てくれたことがせめてもの救いとなった。

　我が議会クルーは、今回の成績を検証しクルー

全員が来年へのリベンジを誓った。

　ボートに限らずスポーツは「イレギュラー」を

いかに「リカバリー」するかが勝敗を左右する。

「たかがボート」「されどボート」、スポーツから

いただく考察力を議会活動でも生かし真摯であ

り続けたいと改めて思った。

（議会クルー監督　長沼久利）

（委員会構成） ◎＝委員長　〇＝副委員長議員紹介議員紹介議員紹介

後
列

堀
井
新
太
郎

　
　（
高
志
会
）

阿
部

　十
全

　
　（
無
所
属
）

大
友

　孝
徳

（
市
民
の
窓
口
）

前
列

　長
沼

　久
利

　
　
　（
高
志
会
）

○
佐
藤

　義
之

　
　
　（
高
志
会
）

◎
正
木

　修
一

　（
サ
キ
ホ
コ
レ
）

　伊
藤

　順
男

　
　
　（
高
志
会
）

総
務
常
任
委
員
会

総
務
部
、
企
画
振
興
部
、
会
計
課
、
議
会
事
務
局
、

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
、
監
査
委
員
事
務
局

お
よ
び
消
防
本
部
の
所
管
に
関
す
る
事
項
な
ら

び
に
他
の
委
員
会
の
所
管
に
属
し
な
い
事
項

後
列

高
橋

　信
雄

　
　（
高
志
会
）

小
松

　浩
一

　
　（
高
志
会
）

渡
部

　聖
一

　
　（
高
志
会
）

前
列

　甫
仮

　貴
子

　
　
　（
高
志
会
）

○
佐
々
木
隆
一

  

（
日
本
共
産
党
）

◎
吉
田

　朋
子

　
　
　（
高
志
会
）

　佐
藤

　正
人

　
　
　（
公
明
党
）

教
育
民
生
常
任
委
員
会

市
民
生
活
部
、
健
康
福
祉
部
お
よ
び
教
育
委
員

会
事
務
局
の
所
管
に
関
す
る
事
項

後
列

松
本

　
　学

（
市
民
の
窓
口
）

小
川

　幾
代

（
立
憲
民
主
党
）

佐
藤

　健
司

　
　（
高
志
会
）

前
列

　髙
橋

　和
子

　
　
　（
高
志
会
）

○
三
浦

　
　晃

　（
サ
キ
ホ
コ
レ
）

◎
泉
谷

　赳
馬

　
　
　（
高
志
会
）

　三
浦

　秀
雄

　
　
　（
高
志
会
）

産
業
建
設
常
任
委
員
会

産
業
振
興
部
、
観
光
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
、
建
設
部
、

農
業
委
員
会
事
務
局
お
よ
び
企
業
局
の
所
管
に

関
す
る
事
項

議
会
運
営
委
員
会

◎
小
松

　浩
一

　
　
　（
高
志
会
）

〇
三
浦

　
　晃

　（
サ
キ
ホ
コ
レ
）

　佐
藤

　義
之

　
　
　（
高
志
会
）

　甫
仮

　貴
子

　
　
　（
高
志
会
）

　高
橋

　信
雄

　
　
　（
高
志
会
）

　髙
橋

　和
子

　
　
　（
高
志
会
）

議
会
報
編
集

　
　特
別
委
員
会

◎
佐
藤

　正
人

　
　
　（
公
明
党
）

〇
甫
仮

　貴
子

　
　
　（
高
志
会
）

　小
川

　幾
代

　（
立
憲
民
主
党
）

　佐
々
木
隆
一

　（
日
本
共
産
党
）

　大
友

　孝
徳

　（
市
民
の
窓
口
）

　佐
藤

　義
之

　
　
　（
高
志
会
）

　泉
谷

　赳
馬

　
　
　（
高
志
会
）

　三
浦

　
　晃

　（
サ
キ
ホ
コ
レ
）

あ
ま

く
さ

し

う

き

し

み
な

ま
た

し
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　「
地
域
公
共
交
通
に
つ
い
て
」
を
テ
ー

マ
に
行
政
視
察
を
行
い
ま
し
た
。
事
前

に
調
査
検
討
し
た
本
市
の
現
状
と
課
題

を
踏
ま
え
、「
オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
・

乗
合
タ
ク
シ
ー
な
ど
の
実
施
可
能
性
に

つ
い
て
」
を
共
通
認
識
と
し
、
３
地
域

を
選
定
し
調
査
を
実
施
致
し
ま
し
た
。

　
京
都
府
八
幡
市
で
は
、
公
共
交

通
空
白
域
は
ほ
ぼ
な
い
も
の
の
、
更
な

る
利
便
性
向
上
の
た
め
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
の
運
行
の
他
、
住
民
主
体
の
移
動

サ
ー
ビ
ス
が
検
討
さ
れ
る
な
ど
、
地
域

が
一
体
と
な
り
課
題
解
決
に
取
り
組
ん

で
い
ま
し
た
。滋
賀
県
米
原
市
で
は
、

予
約
制
の
デ
マ
ン
ド
方
式
、
定
時
運
行

と
2
種
類
の
乗
合
タ
ク
シ
ー
を
民
間

委
託
し
運
用
し
て
い
ま
し
た
。
岐
阜
県

各
務
原
市
で
は
、
民
間
事
業
者
の

協
力
の
も
と
A
I
配
車
シ
ス
テ
ム
な
ど

を
活
用
し
生
活
の
足
の
確
保
を
図
っ
て

い
ま
し
た
。
こ
う
し
た
先
進
地
事
例
も

参
考
に
、
本
市
の
地
域
公
共
交
通
網
が

実
効
的
に
運
用
さ
れ
る
よ
う
次
期
公
共

交
通
計
画
が
策
定
さ
れ
る
こ
と
を
期
待

し
て
お
り
ま
す
。

由利本荘市議会だより  第74号（9月定例会） 由利本荘市議会だより  令和5年／2023年12月15日発行

実質収支は9億9350万1千円の黒字

企業会計の状況企業会計の状況

区　　分 総 収 益 支　　出

水 道 事 業

ガ ス 事 業

２４億７８９３万８千円

１２億９０５０万９千円

２９６８万３千円

１１億５６７６万９千円

下水道事業 ３１億８０９２万８千円 １１９１万４千円

２１億

３２億

市債残高の状況市債残高の状況

年度比較 令和４年度 令和３年度

市 債 残 高 計

市民１人あたり

当該年度末人口

６４９億３４３９万５千円

８９８，３９７円

７２，２７８人

６６３億３８０８万２千円

９０１，９６９円

７３，５４８人

13億8103万2千円

9億9350万1千円

実質収支

3億8753万1千円

令和５年度への繰越財源

歳入歳出差引額

歳入総額

891万9千円

539億

歳出総額

2788万7千円

525億

令和４年度決算を認定

１１特別会計の状況１１特別会計の状況

予算現額 歳　　入 歳　　出 歳入歳出差引額

１０３億５０１２万６千円 １０３億５８５３万７千円 １０２億２５１万３千円 １億５６０２万４千円

１１特別会計…国民健康保険特別会計、後期高齢者医療特別会計、診療所運営特別会計、休日応急診療所運営特別会計、情報センター特別会計、
奨学資金特別会計、介護サービス事業特別会計、スキー場運営特別会計、小友財産区特別会計、北内越財産区特別会計、
松ヶ崎財産区特別会計

令和４年度 一般会計決算令和４年度 一般会計決算
●京都府八幡市（１１日）

●滋賀県米原市（１２日）

●岐阜県各務原市（１３日）

　地域公共交通について

７月１１日～１３日

総務 常任委員会

　
生
駒
市
で
は
、
所
有
者
と
事
業

者
及
び
活
用
者
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
が
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、「
い
こ
ま
空

き
家
流
通
促
進
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
」
を

設
立
し
、
空
き
家
対
策
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
市
は
空
き
家
所
有
者
に
積
極
的

に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
、
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
に

提
供
さ
れ
た
情
報
を
基
に
宅
建
士
、
建

築
士
な
ど
が
支
援
を
行
う
仕
組
み
を
構

築
し
て
お
り
ま
し
た
。

　
豊
中
市
で
は
保
育
士
確
保
支
援

へ
の
取
り
組
み
と
し
て
、市
が
保
育
士
・

保
育
所
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
て
お

り
、
新
た
に
保
育
士
と
し
て
就
職
さ
れ

た
方
に
は
金
銭
面
の
支
援
も
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
き
の
く
に
子
ど
も
の
村
学
園

は
、
自
己
決
定
、
個
性
化
、
体
験
学
習

の
３
つ
を
学
園
の
基
本
方
針
と
し
、
学

習
計
画
や
行
事
の
立
案
、
学
校
の
ル
ー

ル
作
り
な
ど
全
て
自
分
達
で
決
め
る
と

い
う
特
徴
を
持
つ
「
自
由
な
こ
ど
も
」

を
教
育
目
標
と
す
る
学
校
で
し
た
。

　
今
回
行
政
視
察
を
行
っ
た
先
進
他
市

及
び
先
進
校
に
つ
き
ま
し
て
、
い
ず
れ

も
本
市
と
し
て
学
ぶ
点
も
多
く
今
後
参

考
と
す
る
べ
き
と
認
識
致
し
ま
し
た
。

●奈良県生駒市（５日）
　空き家対策について
●大阪府豊中市（６日）
　保育士確保について
●きのくに子どもの村学園（７日）
　（和歌山県橋本市）
　子どもの教育環境の整備に
　ついて

７月５日～７日

教育民生常任委員会

行

政

視

察

報

告

学
ん
で
き
ま
し
た
！
先
進
地
の
事
例

学
ん
で
き
ま
し
た
！
先
進
地
の
事
例

米原市による説明各務原市ふれあいバス

生駒市へ受け入れの御礼と本市ＰＲをする委員長

学園の生徒から話を聞く

や

わ
た

し

ま
い

ば
ら

し

か

か

み

が

は

ら

し

い

こ
ま

し

と
よ

な
か

し
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佐藤健司
（高志会）

複
合
経
営
の
所
得
向
上
へ
の
方

策
は
。

規
模
拡
大
の
た
め
の
水
稲
関
連

機
械
の
導
入
支
援
と
し
て
「
担

い
手
確
保
・
省
力
化
支
援
事
業
」
を
実

施
し
て
お
り
、
複
合
経
営
の
た
め
の
畑

作
関
連
機
械
の
導
入
支
援
と
し
て
は
、

県
の
「
夢
あ
る
園
芸
産
地
創
造
事
業
」

を
活
用
し
て
も
ら
い
、
市
と
し
て
も
補

助
率
の
か
さ
上
げ
支
援
を
実
施
し
て
い

る
。

　
こ
れ
ら
二
つ
の
事
業
を
柱
と
し
な
が

ら
、
農
家
所
得
の
向
上
に
向
け
た
取
り

組
み
を
支
援
し
、
地
域
の
中
核
と
な
る

担
い
手
の
確
保
に
努
め
て
い
く
。

問答 農
業
振
興
策

地
元
人
材
の
就
業
対
策
は
万
全

か
。

管
路
敷
設
な
ど
の
陸
上
工
事
や
、

海
底
ケ
ー
ブ
ル
な
ど
の
洋
上
工

事
の
ほ
か
、
運
転
開
始
後
の
保
守
管
理

業
務
な
ど
に
対
し
て
も
順
次
マ
ッ
チ
ン

グ
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
て
い
く
こ
と

か
ら
、
市
内
企
業
が
最
大
限
参
入
で
き

る
よ
う
県
や
事
業
者
と
連
携
を
図
る
と

と
も
に
、
各
種
補
助
制
度
の
活
用
を
サ

ポ
ー
ト
し
つ
つ
、
雇
用
創
出
や
地
域
経

済
へ
の
活
性
化
に
繋
げ
て
い
く
。

問答 洋
上
風
力
関
連

第
三
セ
ク
タ
ー
の
指
針
見
直
し

後
の
経
営
状
況
は
。

経
営
改
善
計
画
が
達
成
で
き
な

い
場
合
の
対
応
は
、
令
和
５
年

度
の
決
算
見
通
し
が
判
明
し
た
段
階
で
、

単
年
度
収
支
の
黒
字
化
が
見
込
め
な
い

と
判
断
さ
れ
た
場
合
は
、
赤
字
と
な
っ

て
い
る
事
業
の
廃
止
は
も
と
よ
り
、
第

三
セ
ク
タ
ー
の
存
廃
も
視
野
に
入
れ
て

検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

問答 第
三
セ
ク
タ
ー

ここが聞きたい
一 般 質 問

■人権擁護委員（任期：３年）

　遠　藤　勇　喜　氏（再任）本荘地域赤田
　鷹　照　幸　子　氏（再任）本荘地域館前
　早　川　あけみ　氏（再任）岩城地域勝手
　櫻　井　茂　和　氏（再任）西目地域新道下

人　事　案　件 異議
なし

●ＪＲ東日本エネルギー開発地域貢献基金

　条例の制定について

●由利本荘市営住宅設置条例の一部を改正する条例案

●由利本荘市公共住宅管理条例の一部を改正する条

　例案

●由利本荘市火災予防条例の一部を改正する条例案

条例関係（主なもの） 可決

◎物品（小型ロータリ除雪車）購入契約

　の締結

　契約金額：３５２０万円
　契約の相手方：藤髙自動車興業株式会社

　代表取締役　髙田　栄相

契約案件（主なもの） 可決

◎土地（鳥海地域普通財産）の処分に

　ついて

　子吉川水系鳥海ダム建設用地である市有地６万８
　５４９．８５平方メートルを国土交通省東北地方
　整備局に売却することに伴い、議会の議決を得よ
　うとするもの。

そ　　の　　他 可決

趣旨採択

○陳情第８号（継続審査中）
　動物の愛護及び管理に関する法律の目的実現のた
　め、猫の不妊去勢手術費用の一部を補助する制度
　設立を由利本荘市に求める陳情
市民が飼い主のいない猫を増やさない努力をする会

　代表　齊藤　良子

採　　択

○陳情第１１号
　豊かな学びの実現及び教職員定数改善並びに義務
　教育費国庫負担割合引上げを図るための２０２４年
　度政府予算に係る意見書提出についての陳情
秋田県教職員組合　執行委員長　小林　久美子

不 採 択

○陳情第１０号
　全国霊感商法対策弁護士連絡会の不当な声明に対
　して由利本荘市議会に対応を求める陳情

信仰の自由・基本的人権を守る秋田県民の会
代表　笠原　尚子

請願・陳情結果

●委員会発案第４号
　豊かな学びの実現及び教職員定数改善並びに令和
　６年度政府予算に係る意見書の提出について

委 員 会 発 案

意見書
提出

衆議院議長　参議院議長
内閣総理大臣　総務大臣
財務大臣　文部科学大臣

可決

●議員発案第５号
　森林環境譲与税の譲与基準の見直しを求める意見
　書の提出について

議 員 発 案

意見書
提出

衆議院議長　参議院議長
内閣総理大臣　総務大臣
農林水産大臣　内閣官房長官

可決

永 年 勤 続 議 員 表 彰
　第99回全国市議会議長会定期総会が６月14日に東京都
内で開催され、席上、本市の議員３人が永年にわたる市議会
議員としての功績が認められ表彰されました。

左から　高橋議員、三浦議員、長沼議長

●在職４０年以上  三浦 秀雄 議員
●在職２０年以上  長沼 久利 議長  高橋 信雄 議員

えん どう ゆう き

たか てる さち こ

さくら い しげ かず

はや かわ

由利本荘市議会会派一覧表

会
長

　
　
　高
橋

　信
雄

副
会
長

　
　髙
橋

　和
子

幹
事
長

　
　佐
藤

　義
之

副
幹
事
長

　甫
仮

　貴
子

会
計

　
　
　堀
井
新
太
郎

監
事

　
　
　三
浦

　秀
雄

　
　
　
　
　佐
藤

　健
司

　
　
　
　
　小
松

　浩
一

　
　
　
　
　泉
谷

　赳
馬

　
　
　
　
　吉
田

　朋
子

　
　
　
　
　伊
藤

　順
男

　
　
　
　
　渡
部

　聖
一

　
　
　
　
　長
沼

　久
利

高

　志

　会

会
長

　
　
　三
浦

　
　晃

副
会
長
兼
幹
事
長

　正
木

　修
一

サ
キ
ホ
コ
レ

会
長

　
　
　大
友

　孝
徳

幹
事
長

　
　松
本

　
　学

市
民
の
窓
口

代
表

　
　
　佐
々
木
隆
一

日
本
共
産
党

代
表

　
　
　佐
藤

　正
人

公

　明

　党

代
表

　
　
　小
川

　幾
代

立
憲
民
主
党

　
　
　
　
　阿
部

　十
全

無

　所

　属

秋
田
県
地
方
自
治
功
労
者
表
彰

永
年
に
わ
た
り
地
方
自
治
の

進
展
に
貢
献
さ
れ
た
と
し

て
、
11
月
1
日
に
秋
田
県
知

事
よ
り
表
彰
状
を
授
与
さ
れ

ま
し
た
。

渡
部 

聖
一  

議
員
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９月定例会

議案の中からピックアップ
　９月定例会が８月２９日から９月２２日までの２５日間の日程で開催されました。
　市提出議案は、令和４年度決算認定１５件、報告２件、人事案件４件、条例関係４件、契約案件１件、
令和５年度補正予算７件、その他５件の計３８件が提出され、すべてが原案のとおり認定・可決されました。
　また、陳情３件のうち、１件は採択、１件は趣旨採択、１件は不採択と決しました。
　さらに委員会発案１件、議員発案１件の追加提出議案も可決されました。

総 … 総務常任委員会 教 … 教育民生常任委員会 産 … 産業建設常任委員会

文中の記号は次のとおり所管委員会を表しているものです。

畜産経営安定緊急対策事業

問 　事業内容は。

答 　飼料・肥料などの高騰により、畜産農家の
経営が悪化しているため、緊急に支援する。
　予算額は４２１５万５千円である。

　飼料の高騰で経営が厳しくなった農家を支援

します。 産

内越保育園大規模改修

問 　改修の内容と金額の内訳は。

答 　床暖房の温水器とエコキュートの温水器を
交換するという大規模修繕となる。工事費が
１８６６万７千円となっており、その半額を国
が、４分の１を市が補助。国と市の合計額は
１３９９万９千円となっている。

　床暖房が故障したため、大規模改修を行うも

のです。 教

ここが聞きたい
一 般 質 問

佐藤正人
（公明党）

大友孝徳
（市民の窓口）

災
害
な
ど
で
避
難
す
る
場
合
、

人
工
呼
吸
器
な
ど
を
使
用
し
て

い
る
難
病
患
者
や
医
療
的
ケ
ア
を
必
要

と
す
る
方
へ
の
物
資
・
機
材
な
ど
の
準

備
状
況
や
調
達
先
の
整
備
状
況
は
。

由
利
本
荘
医
師
会
の
協
力
を
得

て
、
医
療
品
・
医
療
用
具
・
衛

生
材
料
の
手
配
な
ど
を
実
施
す
る
こ
と

と
し
て
い
る
ほ
か
、
市
単
独
で
対
処
で

き
な
い
場
合
は
、
県
へ
応
援
を
要
請
す

る
こ
と
と
し
て
お
り
、
市
民
の
生
命
を

最
優
先
に
守
る
こ
と
を
基
本
に
初
期
医

療
体
制
や
搬
送
体
制
の
強
化
を
図
っ
て

い
く
。

問答 避
難
行
動
要
支
援
者
の
避
難
は

敬
老
の
思
い
を
伝
え
る
新
た
な

取
り
組
み
と
し
て
観
桜
会
や
花

火
大
会
に
敬
老
特
別
席
を
設
け
「
お
も

て
な
し
」
し
て
は
。

ご
提
言
い
た
だ
い
た
観
桜
会
や

花
火
大
会
の
特
別
観
覧
席
の
設

置
も
参
考
と
し
、
敬
老
対
象
者
へ
の
祝

意
と
感
謝
を
し
っ
か
り
と
お
伝
え
す
る
。

問答 敬
老
の
思
い
を
新
た
な

　
　
　

 

「
お
も
て
な
し
」
で

自
ら
の
災
害
リ
ス
ク
を
自
覚
し
、

ど
の
よ
う
に
行
動
す
る
か
を
時

系
列
に
整
理
す
る
「
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ

イ
ン
」
作
成
を
防
災
教
育
に
取
り
入
れ

て
は
。防

災
意
識
の
向
上
を
促
す
こ
と

が
で
き
る
と
考
え
、
教
育
委
員

会
と
し
て
は
、「
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ

ン
」作
成
の
普
及・啓
発
を
含
め
、家
庭
・

学
校
・
地
域
が
連
携
し
た
防
災
教
育
の

一
層
の
推
進
に
努
め
て
い
く
。

問答 マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の

　
　
　
　
　
　
　
　普
及
は

高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど
、
避

難
行
動
要
支
援
者
を
含
め
た
訓

練
を
。本

市
は
津
波
災
害
警
戒
区
域
に

指
定
さ
れ
て
お
り
、
津
波
避
難

訓
練
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、「
む
こ
う

三
軒
両
隣
・
た
す
け
あ
い
事
業
」
を
活

用
し
、
ご
近
所
で
声
を
掛
け
合
い
、
助

け
合
う
、
避
難
行
動
要
支
援
者
に
配
慮

し
た
訓
練
を
実
施
し
、
よ
り
一
層
の
防

災
意
識
の
向
上
を
図
り
な
が
ら
、
津
波

避
難
体
制
の
整
備
に
万
全
を
期
し
て
い

く
。 問答 津

波
を
想
定
し
た
避
難
訓
練
は

少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
と
市

内
経
済
の
縮
小
が
続
く
今
、
市

内
業
者
が
こ
れ
以
上
減
っ
て
は
、
地
域

経
済
の
健
全
な
発
展
は
不
可
能
と
な
る
。

価
格
競
争
原
理
の
行
き
過
ぎ
た
追
及
に

よ
り
、
本
市
公
契
約
で
は
適
正
な
利
益

確
保
が
で
き
な
い
と
な
れ
ば
、
市
内
業

者
が
本
市
公
契
約
か
ら
逃
避
す
る
。
制

度
の
見
直
し
が
必
要
で
は
。

由
利
本
荘
市
公
契
約
基
本
条
例

に
あ
げ
る
市
内
業
者
の
活
用
に

沿
い
、
市
内
業
者
を
優
先
し
て
指
名
し

て
お
り
、
今
後
も
市
内
業
者
の
受
注
機

会
の
確
保
に
努
め
る
。

問答 地
域
経
済
の
健
全
な

　
　
　
　発
展
へ
の
配
慮
を

洋
上
風
力
発
電
に
係
わ
る
贈
収

賄
疑
惑
が
報
道
さ
れ
「
そ
ん
な

風
力
発
電
事
業
に
由
利
本
荘
市
の
宝
で

あ
る
大
自
然
を
壊
さ
れ
た
く
な
い
」
の

思
い
が
市
民
に
高
ま
っ
て
い
る
。
本
市

内
の
海
や
山
に
計
画
さ
れ
て
い
る
風
力

発
電
計
画
を
見
つ
め
直
し
、
洗
い
直
す

べ
き
で
は
。

関
連
法
令
を
遵
守
し
て
進
め
ら

れ
る
事
業
に
つ
い
て
は
推
進
し

て
い
く
立
場
に
変
わ
り
は
な
い
。

問答 今
こ
そ
風
力
発
電
計
画
を

　
　
　冷
静
に
見
直
す
べ
き

市役所正庁から観る本荘公園の桜

７月１４日からの豪雨災害による
概算被害額

問 　被害の内訳は。

答 　主なところで、道路被害や河川被害などの
建設部関係で６億３１３２万円、水稲など冠
水被害や農地・農業施設被害、山地被害な
どの産業振興部関係で２億５７１４万円の被
害があった。

　７月１４日から１６日にかけての豪雨による概

算被害額は８億９３２３万円にのぼりました。総

山内区域にかかる総合整備計画
を策定

問 　どのような整備内容となるのか。

答 　三ッ方森地内の飲用水供給施設のポンプ
は、令和５年１月末に故障し、現在は仮設の
配水タンクを設置し、給水している状況にあ
る。この飲用水供給施設の整備をすすめる
ために総合整備計画を策定する。

　三ッ方森地内における飲用水供給施設の整備

にあたり、総合整備計画を策定します。 総

マイ・タイムライン検討ツール

道路崩落　葛岡線（大内地域）



スマホ教室・スマホ相談会の
開催状況

問 　どれくらいの参加者がいたのか。

答 　スマホ教室はこれまで市や県の主催で１４
回開催され、１１０人の参加があった。
　また、県立大学生による高齢者向けのスマ
ホ相談会は、３回開催され４６人の参加が
あった。今後も開催予定である。

　今年度もスマホ教室やスマホ相談会を開催し

ています。 総

ＴＤＫ・社会人野球日本選手権
大会出場へ激励金

問 　経緯と内容は。

答 　ＴＤＫ硬式野球部は宮城県で開催された
「第４８回社会人野球東北大会」で優勝し３
年連続で日本選手権大会へ出場が決定した。
激励金として１００万円贈呈した。

　１００万円贈呈します。 産

ＪＲ東日本エネルギー開発
地域貢献基金条例

問 　どのような内容か。

答 　風力発電など再エネ事業を展開している同
社より、発電所立地地域への地域貢献として
基金設立依頼があり、同社が出資する西目
西ノ沢風力発電合同会社からの寄付を受ける
ため基金条例を制定した。西目地域の発展
に使用する。

　寄付を受けるための基金条例を制定しました。

産

本荘地域学校再編　事業計画

問 　令和５年度の協議内容は。

答 　本荘東中学校区統合小学校ならびに本荘
南中学校区統合小学校の校歌・校章のほか、
通学方法やスクールバス運行計画などについ
ても話し合いが予定されている。

　本荘地域学校再編委員会、本荘東小学校開校

準備委員会（本荘東中学校区）、鶴舞小学校開校

準備委員会（本荘南中学校区）が設置され、学

校統合に向けた協議を重ねています。 教
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災
害
危
険
区
域
指
定
の
更
新
は
。

県
が
災
害
の
発
生
状
況
な
ど
を

勘
案
の
上
、
適
宜
見
直
し
な
が

ら
指
定
を
行
っ
て
き
て
お
り
、
今
回
の

大
雨
で
被
災
し
た
箇
所
に
つ
い
て
も
、

今
後
県
に
お
い
て
検
討
さ
れ
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。

問答 災
害
対
策
の

　
　
　細
や
か
な
見
直
し
を

令
和
５
年
か
ら
３
カ
年
集
中
で

中
学
校
の
部
活
動
を
地
域
移
行

さ
せ
る
、
国
の
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
的
進
め

方
を
市
長
は
ど
う
受
け
止
め
、
対
応
す

る
の
か
。昨

年
７
月
に
地
域
移
行
が
発
表

さ
れ
た
が
、
移
行
で
の
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
が
整
理
さ
れ
な
い
ま
ま
期
限

を
区
切
る
の
は
、
非
常
に
唐
突
と
感
じ

た
。

　
全
国
の
多
く
の
自
治
体
も
同
様
の
受

け
止
め
か
ら
、
全
国
市
長
会
と
し
て
緊

急
意
見
書
を
国
に
提
出
し
た
。

問答 部
活
動
の
地
域
移
行
の

　
　
　
　
　
　
　
　進
捗
は

堀井新太郎
（高志会）

渡部聖一
（高志会）

「
わ
が
家
の
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

の
活
用
方
法
は
。

マ
ニ
ュ
ア
ル
が
広
く
活
用
さ
れ

る
よ
う
努
め
て
い
く
。
自
主
防

災
組
織
と
連
携
を
図
る
と
と
も
に
、
宅

配
講
座
や
防
災
訓
練
へ
の
職
員
派
遣
な

ど
を
通
し
て
、
地
域
防
災
力
の
向
上
と

市
民
一
人
一
人
の
防
災
意
識
の
高
揚
に

向
け
、
さ
ら
に
力
を
入
れ
て
取
り
組
む
。

問答

指
定
管
理
制
度
に
お
け
る
選
定

時
期
の
見
直
し
を
。

一
般
的
に
は
、
公
募
や
選
定
、

議
決
ま
で
の
実
施
時
期
や
プ
ロ

セ
ス
に
大
き
な
問
題
は
な
い
と
考
え
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
度
の
道
の
駅
岩

城
に
つ
い
て
は
、
調
整
に
時
間
を
要
し

た
面
が
あ
っ
た
こ
と
も
否
め
な
い
こ
と

か
ら
、
今
後
の
指
定
に
あ
た
っ
て
は
、

施
設
の
特
殊
性
な
ど
を
十
分
に
踏
ま
え

な
が
ら
、
柔
軟
に
対
応
し
て
い
く
。

問答 指
定
管
理
制
度
の
進
め
方

大
規
模
事
業
進
展
に
よ
る
民
間

ア
パ
ー
ト
の
供
給
不
足
に
伴
い

学
生
向
け
に
開
放
は
出
来
な
い
か
。

公
営
住
宅
等
は
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ

ッ
ト
施
設
で
あ
り
、
関
係
法
令

に
基
づ
き
運
用
を
し
て
い
る
。
目
的
外

使
用
の
場
合
、
補
助
金
適
正
化
法
に
触

れ
る
た
め
極
め
て
困
難
で
あ
る
。

問答 公
営
住
宅
の
規
制
緩
和
を

配布済みの防災マニュアル

教
育
委
員
会
と
の
連
携
体
制
は
。

受
け
皿
と
な
る
団
体
や
人
材
確

保
、
そ
の
報
酬
や
団
体
の
支
援

体
制
づ
く
り
、
施
設
確
保
な
ど
の
課
題

解
決
に
は
、
教
育
委
員
会
の
枠
を
越
え

た
関
連
部
署
の
協
力
が
不
可
欠
と
認
識

し
て
い
る
。
今
年
度
中
の
設
置
を
予
定

問答

移
行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
検
討
組

織
の
設
置
時
期
は
。

国
は
昨
年
12
月
、
地
域
移
行
に

向
け
た
「
改
革
集
中
期
間
」
を

「
改
革
推
進
期
間
」
に
改
め
、
地
域
の

実
情
に
応
じ
て
、
可
能
な
限
り
早
期
実

現
を
目
指
す
こ
と
に
し
た
。

　
こ
れ
に
伴
い
県
で
は
、
８
月
末
に
推

進
計
画
を
策
定
。
令
和
７
年
度
ま
で
に

は
各
市
町
村
で
一
つ
は
地
域
移
行
を
進

め
る
方
針
で
あ
る
。

　
市
で
は
モ
デ
ル
校
の
指
定
は
考
え
て

い
な
い
が
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
や
部
活

動
指
導
経
験
者
と
の
情
報
交
換
会
を
開

催
し
、
地
域
移
行
へ
の
可
能
性
や
方
向

性
を
探
り
な
が
ら
、
今
年
度
内
に
教
育

委
員
会
や
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
課
、
市
ス

ポ
ー
ツ
協
会
、
学
校
関
係
者
で
構
成
す

る
「
地
域
移
行
協
議
会
」
を
設
置
す
る
。

問答

ここが聞きたい
一 般 質 問

し
て
い
る
「
地
域
移
行
協
議
会
」
の
一

員
と
し
て
参
画
し
、
円
滑
な
移
行
を
後

押
し
す
る
。

最終処分場残渣の試験運搬
経費

問 　試験運搬の目的は。

答 　最終処分場２カ所を延命するため全体量の

一部を民間処分場に委託する。令和６年度

から行うための試験搬出。

　民間業者への試験運搬経費を計上します。 教

矢島鳥海サテライトセンター最終処分場（鳥海地域）

第４次行政改革大綱実施計画
の令和４年度までの実績

問 　第４次行政改革大綱実施計画はどのような

ものか。また、その進捗状況は。

答 　第４次行政改革大綱は令和２年３月に策定

され、実施期間を令和２年度から令和６年度

までの５年間としている。「市民目線による市

政運営」「効率的な行政運営」「健全な財政

運営」の３つの重点項目に基づき、１００の

推進項目を掲げている。令和４年度までの取

り組みにより、１０項目が完了、１７項目が

計画通り、４１項目が概ね計画通りとの進捗

状況にある。

　令和４年度までに６８％が完了済みおよび計画

通り、概ね計画通りと順調に進んでいます。 総

県立大学生に教わる参加者
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ここが聞きたい
一 般 質 問

由利本荘市議会だより  第74号（9月定例会） 由利本荘市議会だより  令和5年／2023年12月15日発行

一般質問とは、議員が行う市政全般についての質問です。

すべての質問項目は次のとおりです。（内容を掲載してい

る項目番号には、○をつけています。）

こ
こ
が

聞
き
た
い

こ
こ
が

聞
き
た
い

11P 大友孝徳（市民の窓口）
１．敬老の思いを新たな「おもてなし」で

２．子育て支援の根幹を担う保育士への支援

策は

３．深夜時間帯の交通手段の確保について

４．地域の行事や風習を継続するために

５．地域経済の健全な発展への配慮を

６．全国洋上風力発電市町村連絡協議会に

ついて

７．今こそ風力発電計画を冷静に見直すべき

10P 堀井新太郎（高志会）
１．災害対策の細やかな見直しを

２．指定管理制度における選定時期の見直し

について

３．スポーツ立市における公共施設の維持管

理について

４．鉄道との連携強化について

５．公営住宅の学生向けの規制緩和を

8P 佐々木隆一（日本共産党）
１．マイナンバーカード・保険証存続が唯一の

解決策

２．最低賃金・大幅な引き上げを

３．認知症基本法が成立・共生社会へ向けて

４．県、二次医療圏再編による市民への影響は

５．農政審「中間とりまとめ」の見解は

６．男女のトイレ格差・本市の実態は

9P 阿部十全（無所属）
１．風力発電について

２．道路状況把握と対応について

３．町並みの美化を損ねかねない目につく雑

草の草刈りについて

４．石脇地区通学路の安全に登下校できる

環境づくりについて

５．学校プール使用について

佐々木隆一
（日本共産党）

公
共
施
設
の
ト
イ
レ
の
面
積
は

男
女
同
じ
が
多
数
で
あ
り
全
て

個
室
で
あ
る
女
性
の
便
器
数
は
少
な
く

さ
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

　ナ
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
な
ど
で
の
大
規
模

な
イ
ベ
ン
ト
の
際
は
女
性
用
に
行
列
が

で
き
る
こ
と
が
あ
る
。
男
女
の
ト
イ
レ

格
差
の
実
態
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
か
。

　ト
イ
レ
の
男
女
格
差
は
日
本
が
男
性

中
心
社
会
か
ら
脱
却
で
き
て
い
な
い
こ

と
の
反
映
で
あ
る
。

大
規
模
商
業
施
設
な
ど
で
大
勢

の
人
が
利
用
す
る
場
合
、
女
性

用
ト
イ
レ
が
混
雑
し
行
列
が
常
態
化
し

て
い
る
例
が
あ
る
。

　
ナ
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

の
際
は
施
設
内
の
空
い
て
い
る
別
の
ト

イ
レ
へ
誘
導
も
行
っ
て
お
り
施
設
外
に

仮
設
ト
イ
レ
も
増
設
し
て
い
る
。

問答 男
女
の
ト
イ
レ
格
差
・

　
　
　
　
　
本
市
の
実
態
は

9P 松本学（市民の窓口）
１．教育長再任より今後３年間の教育長とし

ての役割について

２．学校教育における市民の願い、疑問につ

いて

10P 渡部聖一（高志会）
１．部活動地域移行の進捗について

２．法体園地再整備計画と鳥海山観光につ

いて

３．ＣＡＴＶ音声告知端末機廃止に伴う緊急

時通報システムの充実を

11P 佐藤正人（公明党）
１．地域防災計画について

２．ＡＥＤ（自動体外式除細動器）設置基準

について

３．ブルーカーボンへの取り組みについて

４．みどりの食料システム戦略について

12P 佐藤健司（高志会）
１．人口減少が進む中での行政サービスの

在り方について

２．農業振興策について

３．洋上風力発電について

４．第三セクターについて

５．水道事業について

９月定例会では、
８人の議員が質問に立ちました。
YouTube配信をQRコードより
ご覧になれます。

政
府
は
来
年
秋
に
健
康
保
険
証

を
廃
止
す
る
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
ト
ラ
ブ
ル
の
多
発
を
受
け
て

撤
回
を
求
め
て
い
る
。

　交
付
枚
数
、
交
付
率
は
い
く
ら
か
。

市
内
の
医
療
機
関
の
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー

の
普
及
率
は
い
く
ら
か
。
従
来
の
紙
の

保
険
証
の
存
続
が
唯
一
の
解
決
策
で
は

な
い
の
か
。

本
市
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
交
付
枚
数
は
５
万
５
３
１
２

枚
、
交
付
率
は
76
％
で
自
主
返
納
は
令

和
４
、
５
年
で
10
件
と
な
っ
て
い
る
。

　
市
内
の
医
療
機
関
な
ど
で
の
カ
ー
ド

リ
ー
ダ
ー
の
普
及
率
は
１
１
４
施
設
の

う
ち
１
０
３
施
設
が
導
入
し
て
お
り

90
・
35
％
と
な
っ
て
い
る
。

問答 マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
・

保
険
証
存
続
が
唯
一
の
解
決
策

阿部十全
（無所属）

松本学
（市民の窓口）

夏
休
み
に
プ
ー
ル
開
放
で
き
な

か
っ
た
小
学
校
は
。

本
荘
地
域
の
新
山
、尾
崎
、子
吉
、

小
友
の
４
小
学
校
に
お
い
て
、

監
視
人
の
確
保
の
目
処
が
立
た
ず
、
開

放
が
困
難
に
な
っ
た
。

　
こ
れ
を
受
け
尾
崎
小
学
校
を
除
い
た

３
校
に
お
い
て
教
育
委
員
会
で
監
視
人

の
確
保
に
努
め
、
一
定
の
人
数
を
確
保

し
８
月
か
ら
プ
ー
ル
開
放
を
実
施
し
た
。

　
今
後
は
、
早
い
時
期
か
ら
募
集
を
行

い
、
使
用
期
間
に
十
分
な
余
裕
を
持
っ

て
対
応
す
る
。

問答 学
校
プ
ー
ル
開
放
中
止
の

　
　
　
　
　
　
　
　
経
緯
は

特
に
目
立
つ
空
き
家
や
空
き
地

周
辺
な
ど
目
に
つ
く
雑
草
の
草

刈
り
を
市
民
が
行
う
場
合
、
ど
の
よ
う

な
制
約
が
あ
る
の
か
。

問 町
並
み
の
美
化
の
た
め

　
　
　
　
雑
草
の
草
刈
り
を

基
本
的
に
個
人
所
有
の
土
地
は

許
可
な
く
立
ち
入
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
空
き
家
や
空
き
地
の
管
理
は

市
の
条
例
な
ど
に
よ
り
、
所
有
者
な
ど

の
責
務
で
周
辺
の
生
活
環
境
に
悪
影
響

を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
管
理
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
定
め
て
い
る
。
市
民
よ
り

相
談
が
あ
れ
ば
現
地
調
査
を
行
い
、
適

正
な
管
理
を
求
め
て
い
る
。

答

現
風
力
発
電
の
総
括
と
、
洋
上

風
車
稼
働
後
20
年
の
メ
リ
ッ
ト

と
本
市
の
将
来
像
は
。

ユ
ー
ラ
ス
エ
ナ
ジ
ー
地
域
貢
献

基
金
と
し
て
20
年
間
で
９
千
万

円
以
上
、
他
の
事
業
者
に
つ
い
て
も
ふ

る
さ
と
納
税
や
イ
ベ
ン
ト
協
賛
な
ど
地

域
貢
献
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、

風
力
発
電
な
ど
単
一
事
業
推
進
を
も
っ

て
将
来
像
を
お
示
し
す
る
こ
と
は
難
し

い
。

　
地
域
資
源
を
最
大
限
活
用
し
、
誰
も

が
希
望
を
も
っ
て
活
躍
で
き
る
持
続
可

能
な
社
会
を
目
指
す
。

問答 風
力
発
電

従
来
の
仕
組
み
、
枠
組
み
で
は

フ
ォ
ロ
ー
し
き
れ
な
い
ほ
ど
の

社
会
変
化
が
様
々
な
場
面
で
歪
み
を
生

む
現
代
に
お
い
て
、
そ
れ
に
対
応
す
る

新
た
な
学
び
の
姿
と
は
。

子
ど
も
同
士
が
互
い
の
異
な
る

考
え
や
価
値
観
を
認
め
合
い
、

個
々
の
良
さ
を
生
か
し
高
め
合
い
な
が

ら
、と
も
に
課
題
を
解
決
し
て
行
く「
協

働
的
な
学
び
」
の
更
な
る
充
実
を
推
進

し
て
い
く
。

問答

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
は
「
誰
一

人
取
り
残
さ
な
い
、
個
別
最
適

な
学
び
の
実
現
」
へ
ど
の
よ
う
な
役
割

を
果
た
す
の
か
。

不
登
校
児
童
生
徒
は
小
学
校
36

人
、
中
学
校
64
人
の
計
100
人
で
、

そ
の
内
、
適
応
指
導
教
室
に
通
級
す
る

児
童
生
徒
は
17
人
で
あ
り
、
学
校
以
外

の
学
習
の
機
会
を
持
た
な
い
、
適
応
指

問答 再
任
さ
れ
た
教
育
長
の

　
　
今
後
３
年
間
の
役
割
は

導
教
室
に
在
籍
し
て
い
て
も
通
級
が
困

難
な
児
童
生
徒
も
い
る
。
そ
の
よ
う
な

児
童
生
徒
へ
ど
の
よ
う
に
関
わ
り
支
援

し
て
い
く
か
が
課
題
で
あ
り
、Ｉ
Ｃ
Ｔ

の
活
用
な
ど
個
に
応
じ
た
学
習
支
援
を

検
討
し
て
い
る
。
ま
た
、
子
育
て
や
福

祉
に
関
す
る
課
題
に
も
対
応
し
な
が
ら

社
会
復
帰
に
向
け
た
支
援
の
充
実
を
目

指
す
。

本
市
の
教
育
方
針
、
目
標
の
実

現
に
向
け
た
教
育
長
の
役
割
と

は
。 問

全
て
の
子
ど
も
た
ち
が
自
分
の

夢
や
目
標
を
持
ち
、
一
人
一
人

の
よ
さ
を
発
揮
し
な
が
ら
実
現
に
向
け

努
力
す
る
事
が
で
き
る
よ
う
、
さ
ま
ざ

ま
な
施
策
を
展
開
し
て
い
る
。

　
時
代
の
変
化
、
新
し
い
価
値
観
に
し

っ
か
り
と
対
応
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
、

教
職
員
、
子
ど
も
、
保
護
者
、
地
域
と

共
通
理
解
を
図
り
な
が
ら
、「
新
た
な

学
び
の
姿
」
の
具
現
化
が
大
き
な
テ
ー

マ
で
あ
る
。
柔
軟
な
発
想
と
チ
ャ
レ
ン

ジ
す
る
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
教
育
委
員

会
一
体
と
な
り
取
り
組
む
。

答

普及が進むカードリーダー
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ここが聞きたい
一 般 質 問

由利本荘市議会だより  第74号（9月定例会） 由利本荘市議会だより  令和5年／2023年12月15日発行

一般質問とは、議員が行う市政全般についての質問です。

すべての質問項目は次のとおりです。（内容を掲載してい

る項目番号には、○をつけています。）

こ
こ
が

聞
き
た
い

こ
こ
が

聞
き
た
い

11P 大友孝徳（市民の窓口）
１．敬老の思いを新たな「おもてなし」で

２．子育て支援の根幹を担う保育士への支援

策は

３．深夜時間帯の交通手段の確保について

４．地域の行事や風習を継続するために

５．地域経済の健全な発展への配慮を

６．全国洋上風力発電市町村連絡協議会に

ついて

７．今こそ風力発電計画を冷静に見直すべき

10P 堀井新太郎（高志会）
１．災害対策の細やかな見直しを

２．指定管理制度における選定時期の見直し

について

３．スポーツ立市における公共施設の維持管

理について

４．鉄道との連携強化について

５．公営住宅の学生向けの規制緩和を

8P 佐々木隆一（日本共産党）
１．マイナンバーカード・保険証存続が唯一の

解決策

２．最低賃金・大幅な引き上げを

３．認知症基本法が成立・共生社会へ向けて

４．県、二次医療圏再編による市民への影響は

５．農政審「中間とりまとめ」の見解は

６．男女のトイレ格差・本市の実態は

9P 阿部十全（無所属）
１．風力発電について

２．道路状況把握と対応について

３．町並みの美化を損ねかねない目につく雑

草の草刈りについて

４．石脇地区通学路の安全に登下校できる

環境づくりについて

５．学校プール使用について

佐々木隆一
（日本共産党）

公
共
施
設
の
ト
イ
レ
の
面
積
は

男
女
同
じ
が
多
数
で
あ
り
全
て

個
室
で
あ
る
女
性
の
便
器
数
は
少
な
く

さ
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

　ナ
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
な
ど
で
の
大
規
模

な
イ
ベ
ン
ト
の
際
は
女
性
用
に
行
列
が

で
き
る
こ
と
が
あ
る
。
男
女
の
ト
イ
レ

格
差
の
実
態
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
か
。

　ト
イ
レ
の
男
女
格
差
は
日
本
が
男
性

中
心
社
会
か
ら
脱
却
で
き
て
い
な
い
こ

と
の
反
映
で
あ
る
。

大
規
模
商
業
施
設
な
ど
で
大
勢

の
人
が
利
用
す
る
場
合
、
女
性

用
ト
イ
レ
が
混
雑
し
行
列
が
常
態
化
し

て
い
る
例
が
あ
る
。

　
ナ
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

の
際
は
施
設
内
の
空
い
て
い
る
別
の
ト

イ
レ
へ
誘
導
も
行
っ
て
お
り
施
設
外
に

仮
設
ト
イ
レ
も
増
設
し
て
い
る
。

問答 男
女
の
ト
イ
レ
格
差
・

　
　
　
　
　
本
市
の
実
態
は

9P 松本学（市民の窓口）
１．教育長再任より今後３年間の教育長とし

ての役割について

２．学校教育における市民の願い、疑問につ

いて

10P 渡部聖一（高志会）
１．部活動地域移行の進捗について

２．法体園地再整備計画と鳥海山観光につ

いて

３．ＣＡＴＶ音声告知端末機廃止に伴う緊急

時通報システムの充実を

11P 佐藤正人（公明党）
１．地域防災計画について

２．ＡＥＤ（自動体外式除細動器）設置基準

について

３．ブルーカーボンへの取り組みについて

４．みどりの食料システム戦略について

12P 佐藤健司（高志会）
１．人口減少が進む中での行政サービスの

在り方について

２．農業振興策について

３．洋上風力発電について

４．第三セクターについて

５．水道事業について

９月定例会では、
８人の議員が質問に立ちました。
YouTube配信をQRコードより
ご覧になれます。

政
府
は
来
年
秋
に
健
康
保
険
証

を
廃
止
す
る
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
ト
ラ
ブ
ル
の
多
発
を
受
け
て

撤
回
を
求
め
て
い
る
。

　交
付
枚
数
、
交
付
率
は
い
く
ら
か
。

市
内
の
医
療
機
関
の
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー

の
普
及
率
は
い
く
ら
か
。
従
来
の
紙
の

保
険
証
の
存
続
が
唯
一
の
解
決
策
で
は

な
い
の
か
。

本
市
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
交
付
枚
数
は
５
万
５
３
１
２

枚
、
交
付
率
は
76
％
で
自
主
返
納
は
令

和
４
、
５
年
で
10
件
と
な
っ
て
い
る
。

　
市
内
の
医
療
機
関
な
ど
で
の
カ
ー
ド

リ
ー
ダ
ー
の
普
及
率
は
１
１
４
施
設
の

う
ち
１
０
３
施
設
が
導
入
し
て
お
り

90
・
35
％
と
な
っ
て
い
る
。

問答 マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
・

保
険
証
存
続
が
唯
一
の
解
決
策

阿部十全
（無所属）

松本学
（市民の窓口）

夏
休
み
に
プ
ー
ル
開
放
で
き
な

か
っ
た
小
学
校
は
。

本
荘
地
域
の
新
山
、尾
崎
、子
吉
、

小
友
の
４
小
学
校
に
お
い
て
、

監
視
人
の
確
保
の
目
処
が
立
た
ず
、
開

放
が
困
難
に
な
っ
た
。

　
こ
れ
を
受
け
尾
崎
小
学
校
を
除
い
た

３
校
に
お
い
て
教
育
委
員
会
で
監
視
人

の
確
保
に
努
め
、
一
定
の
人
数
を
確
保

し
８
月
か
ら
プ
ー
ル
開
放
を
実
施
し
た
。

　
今
後
は
、
早
い
時
期
か
ら
募
集
を
行

い
、
使
用
期
間
に
十
分
な
余
裕
を
持
っ

て
対
応
す
る
。

問答 学
校
プ
ー
ル
開
放
中
止
の

　
　
　
　
　
　
　
　
経
緯
は

特
に
目
立
つ
空
き
家
や
空
き
地

周
辺
な
ど
目
に
つ
く
雑
草
の
草

刈
り
を
市
民
が
行
う
場
合
、
ど
の
よ
う

な
制
約
が
あ
る
の
か
。

問 町
並
み
の
美
化
の
た
め

　
　
　
　
雑
草
の
草
刈
り
を

基
本
的
に
個
人
所
有
の
土
地
は

許
可
な
く
立
ち
入
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
空
き
家
や
空
き
地
の
管
理
は

市
の
条
例
な
ど
に
よ
り
、
所
有
者
な
ど

の
責
務
で
周
辺
の
生
活
環
境
に
悪
影
響

を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
管
理
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
定
め
て
い
る
。
市
民
よ
り

相
談
が
あ
れ
ば
現
地
調
査
を
行
い
、
適

正
な
管
理
を
求
め
て
い
る
。

答

現
風
力
発
電
の
総
括
と
、
洋
上

風
車
稼
働
後
20
年
の
メ
リ
ッ
ト

と
本
市
の
将
来
像
は
。

ユ
ー
ラ
ス
エ
ナ
ジ
ー
地
域
貢
献

基
金
と
し
て
20
年
間
で
９
千
万

円
以
上
、
他
の
事
業
者
に
つ
い
て
も
ふ

る
さ
と
納
税
や
イ
ベ
ン
ト
協
賛
な
ど
地

域
貢
献
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、

風
力
発
電
な
ど
単
一
事
業
推
進
を
も
っ

て
将
来
像
を
お
示
し
す
る
こ
と
は
難
し

い
。

　
地
域
資
源
を
最
大
限
活
用
し
、
誰
も

が
希
望
を
も
っ
て
活
躍
で
き
る
持
続
可

能
な
社
会
を
目
指
す
。

問答 風
力
発
電

従
来
の
仕
組
み
、
枠
組
み
で
は

フ
ォ
ロ
ー
し
き
れ
な
い
ほ
ど
の

社
会
変
化
が
様
々
な
場
面
で
歪
み
を
生

む
現
代
に
お
い
て
、
そ
れ
に
対
応
す
る

新
た
な
学
び
の
姿
と
は
。

子
ど
も
同
士
が
互
い
の
異
な
る

考
え
や
価
値
観
を
認
め
合
い
、

個
々
の
良
さ
を
生
か
し
高
め
合
い
な
が

ら
、と
も
に
課
題
を
解
決
し
て
行
く「
協

働
的
な
学
び
」
の
更
な
る
充
実
を
推
進

し
て
い
く
。

問答

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
は
「
誰
一

人
取
り
残
さ
な
い
、
個
別
最
適

な
学
び
の
実
現
」
へ
ど
の
よ
う
な
役
割

を
果
た
す
の
か
。

不
登
校
児
童
生
徒
は
小
学
校
36

人
、
中
学
校
64
人
の
計
100
人
で
、

そ
の
内
、
適
応
指
導
教
室
に
通
級
す
る

児
童
生
徒
は
17
人
で
あ
り
、
学
校
以
外

の
学
習
の
機
会
を
持
た
な
い
、
適
応
指

問答 再
任
さ
れ
た
教
育
長
の

　
　
今
後
３
年
間
の
役
割
は

導
教
室
に
在
籍
し
て
い
て
も
通
級
が
困

難
な
児
童
生
徒
も
い
る
。
そ
の
よ
う
な

児
童
生
徒
へ
ど
の
よ
う
に
関
わ
り
支
援

し
て
い
く
か
が
課
題
で
あ
り
、Ｉ
Ｃ
Ｔ

の
活
用
な
ど
個
に
応
じ
た
学
習
支
援
を

検
討
し
て
い
る
。
ま
た
、
子
育
て
や
福

祉
に
関
す
る
課
題
に
も
対
応
し
な
が
ら

社
会
復
帰
に
向
け
た
支
援
の
充
実
を
目

指
す
。

本
市
の
教
育
方
針
、
目
標
の
実

現
に
向
け
た
教
育
長
の
役
割
と

は
。 問

全
て
の
子
ど
も
た
ち
が
自
分
の

夢
や
目
標
を
持
ち
、
一
人
一
人

の
よ
さ
を
発
揮
し
な
が
ら
実
現
に
向
け

努
力
す
る
事
が
で
き
る
よ
う
、
さ
ま
ざ

ま
な
施
策
を
展
開
し
て
い
る
。

　
時
代
の
変
化
、
新
し
い
価
値
観
に
し

っ
か
り
と
対
応
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
、

教
職
員
、
子
ど
も
、
保
護
者
、
地
域
と

共
通
理
解
を
図
り
な
が
ら
、「
新
た
な

学
び
の
姿
」
の
具
現
化
が
大
き
な
テ
ー

マ
で
あ
る
。
柔
軟
な
発
想
と
チ
ャ
レ
ン

ジ
す
る
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
教
育
委
員

会
一
体
と
な
り
取
り
組
む
。

答

普及が進むカードリーダー



スマホ教室・スマホ相談会の
開催状況

問 　どれくらいの参加者がいたのか。

答 　スマホ教室はこれまで市や県の主催で１４
回開催され、１１０人の参加があった。
　また、県立大学生による高齢者向けのスマ
ホ相談会は、３回開催され４６人の参加が
あった。今後も開催予定である。

　今年度もスマホ教室やスマホ相談会を開催し

ています。 総

ＴＤＫ・社会人野球日本選手権
大会出場へ激励金

問 　経緯と内容は。

答 　ＴＤＫ硬式野球部は宮城県で開催された
「第４８回社会人野球東北大会」で優勝し３
年連続で日本選手権大会へ出場が決定した。
激励金として１００万円贈呈した。

　１００万円贈呈します。 産

ＪＲ東日本エネルギー開発
地域貢献基金条例

問 　どのような内容か。

答 　風力発電など再エネ事業を展開している同
社より、発電所立地地域への地域貢献として
基金設立依頼があり、同社が出資する西目
西ノ沢風力発電合同会社からの寄付を受ける
ため基金条例を制定した。西目地域の発展
に使用する。

　寄付を受けるための基金条例を制定しました。

産

本荘地域学校再編　事業計画

問 　令和５年度の協議内容は。

答 　本荘東中学校区統合小学校ならびに本荘
南中学校区統合小学校の校歌・校章のほか、
通学方法やスクールバス運行計画などについ
ても話し合いが予定されている。

　本荘地域学校再編委員会、本荘東小学校開校

準備委員会（本荘東中学校区）、鶴舞小学校開校

準備委員会（本荘南中学校区）が設置され、学

校統合に向けた協議を重ねています。 教
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災
害
危
険
区
域
指
定
の
更
新
は
。

県
が
災
害
の
発
生
状
況
な
ど
を

勘
案
の
上
、
適
宜
見
直
し
な
が

ら
指
定
を
行
っ
て
き
て
お
り
、
今
回
の

大
雨
で
被
災
し
た
箇
所
に
つ
い
て
も
、

今
後
県
に
お
い
て
検
討
さ
れ
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。

問答 災
害
対
策
の

　
　
　細
や
か
な
見
直
し
を

令
和
５
年
か
ら
３
カ
年
集
中
で

中
学
校
の
部
活
動
を
地
域
移
行

さ
せ
る
、
国
の
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
的
進
め

方
を
市
長
は
ど
う
受
け
止
め
、
対
応
す

る
の
か
。昨

年
７
月
に
地
域
移
行
が
発
表

さ
れ
た
が
、
移
行
で
の
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
が
整
理
さ
れ
な
い
ま
ま
期
限

を
区
切
る
の
は
、
非
常
に
唐
突
と
感
じ

た
。

　
全
国
の
多
く
の
自
治
体
も
同
様
の
受

け
止
め
か
ら
、
全
国
市
長
会
と
し
て
緊

急
意
見
書
を
国
に
提
出
し
た
。

問答 部
活
動
の
地
域
移
行
の

　
　
　
　
　
　
　
　進
捗
は

堀井新太郎
（高志会）

渡部聖一
（高志会）

「
わ
が
家
の
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

の
活
用
方
法
は
。

マ
ニ
ュ
ア
ル
が
広
く
活
用
さ
れ

る
よ
う
努
め
て
い
く
。
自
主
防

災
組
織
と
連
携
を
図
る
と
と
も
に
、
宅

配
講
座
や
防
災
訓
練
へ
の
職
員
派
遣
な

ど
を
通
し
て
、
地
域
防
災
力
の
向
上
と

市
民
一
人
一
人
の
防
災
意
識
の
高
揚
に

向
け
、
さ
ら
に
力
を
入
れ
て
取
り
組
む
。

問答

指
定
管
理
制
度
に
お
け
る
選
定

時
期
の
見
直
し
を
。

一
般
的
に
は
、
公
募
や
選
定
、

議
決
ま
で
の
実
施
時
期
や
プ
ロ

セ
ス
に
大
き
な
問
題
は
な
い
と
考
え
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
度
の
道
の
駅
岩

城
に
つ
い
て
は
、
調
整
に
時
間
を
要
し

た
面
が
あ
っ
た
こ
と
も
否
め
な
い
こ
と

か
ら
、
今
後
の
指
定
に
あ
た
っ
て
は
、

施
設
の
特
殊
性
な
ど
を
十
分
に
踏
ま
え

な
が
ら
、
柔
軟
に
対
応
し
て
い
く
。

問答 指
定
管
理
制
度
の
進
め
方

大
規
模
事
業
進
展
に
よ
る
民
間

ア
パ
ー
ト
の
供
給
不
足
に
伴
い

学
生
向
け
に
開
放
は
出
来
な
い
か
。

公
営
住
宅
等
は
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ

ッ
ト
施
設
で
あ
り
、
関
係
法
令

に
基
づ
き
運
用
を
し
て
い
る
。
目
的
外

使
用
の
場
合
、
補
助
金
適
正
化
法
に
触

れ
る
た
め
極
め
て
困
難
で
あ
る
。

問答 公
営
住
宅
の
規
制
緩
和
を

配布済みの防災マニュアル

教
育
委
員
会
と
の
連
携
体
制
は
。

受
け
皿
と
な
る
団
体
や
人
材
確

保
、
そ
の
報
酬
や
団
体
の
支
援

体
制
づ
く
り
、
施
設
確
保
な
ど
の
課
題

解
決
に
は
、
教
育
委
員
会
の
枠
を
越
え

た
関
連
部
署
の
協
力
が
不
可
欠
と
認
識

し
て
い
る
。
今
年
度
中
の
設
置
を
予
定

問答

移
行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
検
討
組

織
の
設
置
時
期
は
。

国
は
昨
年
12
月
、
地
域
移
行
に

向
け
た
「
改
革
集
中
期
間
」
を

「
改
革
推
進
期
間
」
に
改
め
、
地
域
の

実
情
に
応
じ
て
、
可
能
な
限
り
早
期
実

現
を
目
指
す
こ
と
に
し
た
。

　
こ
れ
に
伴
い
県
で
は
、
８
月
末
に
推

進
計
画
を
策
定
。
令
和
７
年
度
ま
で
に

は
各
市
町
村
で
一
つ
は
地
域
移
行
を
進

め
る
方
針
で
あ
る
。

　
市
で
は
モ
デ
ル
校
の
指
定
は
考
え
て

い
な
い
が
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
や
部
活

動
指
導
経
験
者
と
の
情
報
交
換
会
を
開

催
し
、
地
域
移
行
へ
の
可
能
性
や
方
向

性
を
探
り
な
が
ら
、
今
年
度
内
に
教
育

委
員
会
や
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
課
、
市
ス

ポ
ー
ツ
協
会
、
学
校
関
係
者
で
構
成
す

る
「
地
域
移
行
協
議
会
」
を
設
置
す
る
。

問答

ここが聞きたい
一 般 質 問

し
て
い
る
「
地
域
移
行
協
議
会
」
の
一

員
と
し
て
参
画
し
、
円
滑
な
移
行
を
後

押
し
す
る
。

最終処分場残渣の試験運搬
経費

問 　試験運搬の目的は。

答 　最終処分場２カ所を延命するため全体量の

一部を民間処分場に委託する。令和６年度

から行うための試験搬出。

　民間業者への試験運搬経費を計上します。 教

矢島鳥海サテライトセンター最終処分場（鳥海地域）

第４次行政改革大綱実施計画
の令和４年度までの実績

問 　第４次行政改革大綱実施計画はどのような

ものか。また、その進捗状況は。

答 　第４次行政改革大綱は令和２年３月に策定

され、実施期間を令和２年度から令和６年度

までの５年間としている。「市民目線による市

政運営」「効率的な行政運営」「健全な財政

運営」の３つの重点項目に基づき、１００の

推進項目を掲げている。令和４年度までの取

り組みにより、１０項目が完了、１７項目が

計画通り、４１項目が概ね計画通りとの進捗

状況にある。

　令和４年度までに６８％が完了済みおよび計画

通り、概ね計画通りと順調に進んでいます。 総

県立大学生に教わる参加者
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９月定例会

議案の中からピックアップ
　９月定例会が８月２９日から９月２２日までの２５日間の日程で開催されました。
　市提出議案は、令和４年度決算認定１５件、報告２件、人事案件４件、条例関係４件、契約案件１件、
令和５年度補正予算７件、その他５件の計３８件が提出され、すべてが原案のとおり認定・可決されました。
　また、陳情３件のうち、１件は採択、１件は趣旨採択、１件は不採択と決しました。
　さらに委員会発案１件、議員発案１件の追加提出議案も可決されました。

総 … 総務常任委員会 教 … 教育民生常任委員会 産 … 産業建設常任委員会

文中の記号は次のとおり所管委員会を表しているものです。

畜産経営安定緊急対策事業

問 　事業内容は。

答 　飼料・肥料などの高騰により、畜産農家の
経営が悪化しているため、緊急に支援する。
　予算額は４２１５万５千円である。

　飼料の高騰で経営が厳しくなった農家を支援

します。 産

内越保育園大規模改修

問 　改修の内容と金額の内訳は。

答 　床暖房の温水器とエコキュートの温水器を
交換するという大規模修繕となる。工事費が
１８６６万７千円となっており、その半額を国
が、４分の１を市が補助。国と市の合計額は
１３９９万９千円となっている。

　床暖房が故障したため、大規模改修を行うも

のです。 教

ここが聞きたい
一 般 質 問

佐藤正人
（公明党）

大友孝徳
（市民の窓口）

災
害
な
ど
で
避
難
す
る
場
合
、

人
工
呼
吸
器
な
ど
を
使
用
し
て

い
る
難
病
患
者
や
医
療
的
ケ
ア
を
必
要

と
す
る
方
へ
の
物
資
・
機
材
な
ど
の
準

備
状
況
や
調
達
先
の
整
備
状
況
は
。

由
利
本
荘
医
師
会
の
協
力
を
得

て
、
医
療
品
・
医
療
用
具
・
衛

生
材
料
の
手
配
な
ど
を
実
施
す
る
こ
と

と
し
て
い
る
ほ
か
、
市
単
独
で
対
処
で

き
な
い
場
合
は
、
県
へ
応
援
を
要
請
す

る
こ
と
と
し
て
お
り
、
市
民
の
生
命
を

最
優
先
に
守
る
こ
と
を
基
本
に
初
期
医

療
体
制
や
搬
送
体
制
の
強
化
を
図
っ
て

い
く
。

問答 避
難
行
動
要
支
援
者
の
避
難
は

敬
老
の
思
い
を
伝
え
る
新
た
な

取
り
組
み
と
し
て
観
桜
会
や
花

火
大
会
に
敬
老
特
別
席
を
設
け
「
お
も

て
な
し
」
し
て
は
。

ご
提
言
い
た
だ
い
た
観
桜
会
や

花
火
大
会
の
特
別
観
覧
席
の
設

置
も
参
考
と
し
、
敬
老
対
象
者
へ
の
祝

意
と
感
謝
を
し
っ
か
り
と
お
伝
え
す
る
。

問答 敬
老
の
思
い
を
新
た
な

　
　
　

 

「
お
も
て
な
し
」
で

自
ら
の
災
害
リ
ス
ク
を
自
覚
し
、

ど
の
よ
う
に
行
動
す
る
か
を
時

系
列
に
整
理
す
る
「
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ

イ
ン
」
作
成
を
防
災
教
育
に
取
り
入
れ

て
は
。防

災
意
識
の
向
上
を
促
す
こ
と

が
で
き
る
と
考
え
、
教
育
委
員

会
と
し
て
は
、「
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ

ン
」作
成
の
普
及・啓
発
を
含
め
、家
庭
・

学
校
・
地
域
が
連
携
し
た
防
災
教
育
の

一
層
の
推
進
に
努
め
て
い
く
。

問答 マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の

　
　
　
　
　
　
　
　普
及
は

高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど
、
避

難
行
動
要
支
援
者
を
含
め
た
訓

練
を
。本

市
は
津
波
災
害
警
戒
区
域
に

指
定
さ
れ
て
お
り
、
津
波
避
難

訓
練
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、「
む
こ
う

三
軒
両
隣
・
た
す
け
あ
い
事
業
」
を
活

用
し
、
ご
近
所
で
声
を
掛
け
合
い
、
助

け
合
う
、
避
難
行
動
要
支
援
者
に
配
慮

し
た
訓
練
を
実
施
し
、
よ
り
一
層
の
防

災
意
識
の
向
上
を
図
り
な
が
ら
、
津
波

避
難
体
制
の
整
備
に
万
全
を
期
し
て
い

く
。 問答 津

波
を
想
定
し
た
避
難
訓
練
は

少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
と
市

内
経
済
の
縮
小
が
続
く
今
、
市

内
業
者
が
こ
れ
以
上
減
っ
て
は
、
地
域

経
済
の
健
全
な
発
展
は
不
可
能
と
な
る
。

価
格
競
争
原
理
の
行
き
過
ぎ
た
追
及
に

よ
り
、
本
市
公
契
約
で
は
適
正
な
利
益

確
保
が
で
き
な
い
と
な
れ
ば
、
市
内
業

者
が
本
市
公
契
約
か
ら
逃
避
す
る
。
制

度
の
見
直
し
が
必
要
で
は
。

由
利
本
荘
市
公
契
約
基
本
条
例

に
あ
げ
る
市
内
業
者
の
活
用
に

沿
い
、
市
内
業
者
を
優
先
し
て
指
名
し

て
お
り
、
今
後
も
市
内
業
者
の
受
注
機

会
の
確
保
に
努
め
る
。

問答 地
域
経
済
の
健
全
な

　
　
　
　発
展
へ
の
配
慮
を

洋
上
風
力
発
電
に
係
わ
る
贈
収

賄
疑
惑
が
報
道
さ
れ
「
そ
ん
な

風
力
発
電
事
業
に
由
利
本
荘
市
の
宝
で

あ
る
大
自
然
を
壊
さ
れ
た
く
な
い
」
の

思
い
が
市
民
に
高
ま
っ
て
い
る
。
本
市

内
の
海
や
山
に
計
画
さ
れ
て
い
る
風
力

発
電
計
画
を
見
つ
め
直
し
、
洗
い
直
す

べ
き
で
は
。

関
連
法
令
を
遵
守
し
て
進
め
ら

れ
る
事
業
に
つ
い
て
は
推
進
し

て
い
く
立
場
に
変
わ
り
は
な
い
。

問答 今
こ
そ
風
力
発
電
計
画
を

　
　
　冷
静
に
見
直
す
べ
き

市役所正庁から観る本荘公園の桜

７月１４日からの豪雨災害による
概算被害額

問 　被害の内訳は。

答 　主なところで、道路被害や河川被害などの
建設部関係で６億３１３２万円、水稲など冠
水被害や農地・農業施設被害、山地被害な
どの産業振興部関係で２億５７１４万円の被
害があった。

　７月１４日から１６日にかけての豪雨による概

算被害額は８億９３２３万円にのぼりました。総

山内区域にかかる総合整備計画
を策定

問 　どのような整備内容となるのか。

答 　三ッ方森地内の飲用水供給施設のポンプ
は、令和５年１月末に故障し、現在は仮設の
配水タンクを設置し、給水している状況にあ
る。この飲用水供給施設の整備をすすめる
ために総合整備計画を策定する。

　三ッ方森地内における飲用水供給施設の整備

にあたり、総合整備計画を策定します。 総

マイ・タイムライン検討ツール

道路崩落　葛岡線（大内地域）
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佐藤健司
（高志会）

複
合
経
営
の
所
得
向
上
へ
の
方

策
は
。

規
模
拡
大
の
た
め
の
水
稲
関
連

機
械
の
導
入
支
援
と
し
て
「
担

い
手
確
保
・
省
力
化
支
援
事
業
」
を
実

施
し
て
お
り
、
複
合
経
営
の
た
め
の
畑

作
関
連
機
械
の
導
入
支
援
と
し
て
は
、

県
の
「
夢
あ
る
園
芸
産
地
創
造
事
業
」

を
活
用
し
て
も
ら
い
、
市
と
し
て
も
補

助
率
の
か
さ
上
げ
支
援
を
実
施
し
て
い

る
。

　
こ
れ
ら
二
つ
の
事
業
を
柱
と
し
な
が

ら
、
農
家
所
得
の
向
上
に
向
け
た
取
り

組
み
を
支
援
し
、
地
域
の
中
核
と
な
る

担
い
手
の
確
保
に
努
め
て
い
く
。

問答 農
業
振
興
策

地
元
人
材
の
就
業
対
策
は
万
全

か
。

管
路
敷
設
な
ど
の
陸
上
工
事
や
、

海
底
ケ
ー
ブ
ル
な
ど
の
洋
上
工

事
の
ほ
か
、
運
転
開
始
後
の
保
守
管
理

業
務
な
ど
に
対
し
て
も
順
次
マ
ッ
チ
ン

グ
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
て
い
く
こ
と

か
ら
、
市
内
企
業
が
最
大
限
参
入
で
き

る
よ
う
県
や
事
業
者
と
連
携
を
図
る
と

と
も
に
、
各
種
補
助
制
度
の
活
用
を
サ

ポ
ー
ト
し
つ
つ
、
雇
用
創
出
や
地
域
経

済
へ
の
活
性
化
に
繋
げ
て
い
く
。

問答 洋
上
風
力
関
連

第
三
セ
ク
タ
ー
の
指
針
見
直
し

後
の
経
営
状
況
は
。

経
営
改
善
計
画
が
達
成
で
き
な

い
場
合
の
対
応
は
、
令
和
５
年

度
の
決
算
見
通
し
が
判
明
し
た
段
階
で
、

単
年
度
収
支
の
黒
字
化
が
見
込
め
な
い

と
判
断
さ
れ
た
場
合
は
、
赤
字
と
な
っ

て
い
る
事
業
の
廃
止
は
も
と
よ
り
、
第

三
セ
ク
タ
ー
の
存
廃
も
視
野
に
入
れ
て

検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

問答 第
三
セ
ク
タ
ー

ここが聞きたい
一 般 質 問

■人権擁護委員（任期：３年）

　遠　藤　勇　喜　氏（再任）本荘地域赤田
　鷹　照　幸　子　氏（再任）本荘地域館前
　早　川　あけみ　氏（再任）岩城地域勝手
　櫻　井　茂　和　氏（再任）西目地域新道下

人　事　案　件 異議
なし

●ＪＲ東日本エネルギー開発地域貢献基金

　条例の制定について

●由利本荘市営住宅設置条例の一部を改正する条例案

●由利本荘市公共住宅管理条例の一部を改正する条

　例案

●由利本荘市火災予防条例の一部を改正する条例案

条例関係（主なもの） 可決

◎物品（小型ロータリ除雪車）購入契約

　の締結

　契約金額：３５２０万円
　契約の相手方：藤髙自動車興業株式会社

　代表取締役　髙田　栄相

契約案件（主なもの） 可決

◎土地（鳥海地域普通財産）の処分に

　ついて

　子吉川水系鳥海ダム建設用地である市有地６万８
　５４９．８５平方メートルを国土交通省東北地方
　整備局に売却することに伴い、議会の議決を得よ
　うとするもの。

そ　　の　　他 可決

趣旨採択

○陳情第８号（継続審査中）
　動物の愛護及び管理に関する法律の目的実現のた
　め、猫の不妊去勢手術費用の一部を補助する制度
　設立を由利本荘市に求める陳情
市民が飼い主のいない猫を増やさない努力をする会

　代表　齊藤　良子

採　　択

○陳情第１１号
　豊かな学びの実現及び教職員定数改善並びに義務
　教育費国庫負担割合引上げを図るための２０２４年
　度政府予算に係る意見書提出についての陳情
秋田県教職員組合　執行委員長　小林　久美子

不 採 択

○陳情第１０号
　全国霊感商法対策弁護士連絡会の不当な声明に対
　して由利本荘市議会に対応を求める陳情

信仰の自由・基本的人権を守る秋田県民の会
代表　笠原　尚子

請願・陳情結果

●委員会発案第４号
　豊かな学びの実現及び教職員定数改善並びに令和
　６年度政府予算に係る意見書の提出について

委 員 会 発 案

意見書
提出

衆議院議長　参議院議長
内閣総理大臣　総務大臣
財務大臣　文部科学大臣

可決

●議員発案第５号
　森林環境譲与税の譲与基準の見直しを求める意見
　書の提出について

議 員 発 案

意見書
提出

衆議院議長　参議院議長
内閣総理大臣　総務大臣
農林水産大臣　内閣官房長官

可決

永 年 勤 続 議 員 表 彰
　第99回全国市議会議長会定期総会が６月14日に東京都
内で開催され、席上、本市の議員３人が永年にわたる市議会
議員としての功績が認められ表彰されました。

左から　高橋議員、三浦議員、長沼議長

●在職４０年以上  三浦 秀雄 議員
●在職２０年以上  長沼 久利 議長  高橋 信雄 議員

えん どう ゆう き

たか てる さち こ

さくら い しげ かず

はや かわ

由利本荘市議会会派一覧表

会
長

　
　
　高
橋

　信
雄

副
会
長

　
　髙
橋

　和
子

幹
事
長

　
　佐
藤

　義
之

副
幹
事
長

　甫
仮

　貴
子

会
計

　
　
　堀
井
新
太
郎

監
事

　
　
　三
浦

　秀
雄

　
　
　
　
　佐
藤

　健
司

　
　
　
　
　小
松

　浩
一

　
　
　
　
　泉
谷

　赳
馬

　
　
　
　
　吉
田

　朋
子

　
　
　
　
　伊
藤

　順
男

　
　
　
　
　渡
部

　聖
一

　
　
　
　
　長
沼

　久
利

高

　志

　会

会
長

　
　
　三
浦

　
　晃

副
会
長
兼
幹
事
長

　正
木

　修
一

サ
キ
ホ
コ
レ

会
長

　
　
　大
友

　孝
徳

幹
事
長

　
　松
本

　
　学

市
民
の
窓
口

代
表

　
　
　佐
々
木
隆
一

日
本
共
産
党

代
表

　
　
　佐
藤

　正
人

公

　明

　党

代
表

　
　
　小
川

　幾
代

立
憲
民
主
党

　
　
　
　
　阿
部

　十
全

無

　所

　属

秋
田
県
地
方
自
治
功
労
者
表
彰

永
年
に
わ
た
り
地
方
自
治
の

進
展
に
貢
献
さ
れ
た
と
し

て
、
11
月
1
日
に
秋
田
県
知

事
よ
り
表
彰
状
を
授
与
さ
れ

ま
し
た
。

渡
部 

聖
一  

議
員
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　「
地
域
公
共
交
通
に
つ
い
て
」
を
テ
ー

マ
に
行
政
視
察
を
行
い
ま
し
た
。
事
前

に
調
査
検
討
し
た
本
市
の
現
状
と
課
題

を
踏
ま
え
、「
オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
・

乗
合
タ
ク
シ
ー
な
ど
の
実
施
可
能
性
に

つ
い
て
」
を
共
通
認
識
と
し
、
３
地
域

を
選
定
し
調
査
を
実
施
致
し
ま
し
た
。

　
京
都
府
八
幡
市
で
は
、
公
共
交

通
空
白
域
は
ほ
ぼ
な
い
も
の
の
、
更
な

る
利
便
性
向
上
の
た
め
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
の
運
行
の
他
、
住
民
主
体
の
移
動

サ
ー
ビ
ス
が
検
討
さ
れ
る
な
ど
、
地
域

が
一
体
と
な
り
課
題
解
決
に
取
り
組
ん

で
い
ま
し
た
。滋
賀
県
米
原
市
で
は
、

予
約
制
の
デ
マ
ン
ド
方
式
、
定
時
運
行

と
2
種
類
の
乗
合
タ
ク
シ
ー
を
民
間

委
託
し
運
用
し
て
い
ま
し
た
。
岐
阜
県

各
務
原
市
で
は
、
民
間
事
業
者
の

協
力
の
も
と
A
I
配
車
シ
ス
テ
ム
な
ど

を
活
用
し
生
活
の
足
の
確
保
を
図
っ
て

い
ま
し
た
。
こ
う
し
た
先
進
地
事
例
も

参
考
に
、
本
市
の
地
域
公
共
交
通
網
が

実
効
的
に
運
用
さ
れ
る
よ
う
次
期
公
共

交
通
計
画
が
策
定
さ
れ
る
こ
と
を
期
待

し
て
お
り
ま
す
。
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実質収支は9億9350万1千円の黒字

企業会計の状況企業会計の状況

区　　分 総 収 益 支　　出

水 道 事 業

ガ ス 事 業

２４億７８９３万８千円

１２億９０５０万９千円

２９６８万３千円

１１億５６７６万９千円

下水道事業 ３１億８０９２万８千円 １１９１万４千円

２１億

３２億

市債残高の状況市債残高の状況

年度比較 令和４年度 令和３年度

市 債 残 高 計

市民１人あたり

当該年度末人口

６４９億３４３９万５千円

８９８，３９７円

７２，２７８人

６６３億３８０８万２千円

９０１，９６９円

７３，５４８人

13億8103万2千円

9億9350万1千円

実質収支

3億8753万1千円

令和５年度への繰越財源

歳入歳出差引額

歳入総額

891万9千円

539億

歳出総額

2788万7千円

525億

令和４年度決算を認定

１１特別会計の状況１１特別会計の状況

予算現額 歳　　入 歳　　出 歳入歳出差引額

１０３億５０１２万６千円 １０３億５８５３万７千円 １０２億２５１万３千円 １億５６０２万４千円

１１特別会計…国民健康保険特別会計、後期高齢者医療特別会計、診療所運営特別会計、休日応急診療所運営特別会計、情報センター特別会計、
奨学資金特別会計、介護サービス事業特別会計、スキー場運営特別会計、小友財産区特別会計、北内越財産区特別会計、
松ヶ崎財産区特別会計

令和４年度 一般会計決算令和４年度 一般会計決算
●京都府八幡市（１１日）

●滋賀県米原市（１２日）

●岐阜県各務原市（１３日）

　地域公共交通について

７月１１日～１３日

総務 常任委員会

　
生
駒
市
で
は
、
所
有
者
と
事
業

者
及
び
活
用
者
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
が
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、「
い
こ
ま
空

き
家
流
通
促
進
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
」
を

設
立
し
、
空
き
家
対
策
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
市
は
空
き
家
所
有
者
に
積
極
的

に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
、
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
に

提
供
さ
れ
た
情
報
を
基
に
宅
建
士
、
建

築
士
な
ど
が
支
援
を
行
う
仕
組
み
を
構

築
し
て
お
り
ま
し
た
。

　
豊
中
市
で
は
保
育
士
確
保
支
援

へ
の
取
り
組
み
と
し
て
、市
が
保
育
士
・

保
育
所
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
て
お

り
、
新
た
に
保
育
士
と
し
て
就
職
さ
れ

た
方
に
は
金
銭
面
の
支
援
も
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
き
の
く
に
子
ど
も
の
村
学
園

は
、
自
己
決
定
、
個
性
化
、
体
験
学
習

の
３
つ
を
学
園
の
基
本
方
針
と
し
、
学

習
計
画
や
行
事
の
立
案
、
学
校
の
ル
ー

ル
作
り
な
ど
全
て
自
分
達
で
決
め
る
と

い
う
特
徴
を
持
つ
「
自
由
な
こ
ど
も
」

を
教
育
目
標
と
す
る
学
校
で
し
た
。

　
今
回
行
政
視
察
を
行
っ
た
先
進
他
市

及
び
先
進
校
に
つ
き
ま
し
て
、
い
ず
れ

も
本
市
と
し
て
学
ぶ
点
も
多
く
今
後
参

考
と
す
る
べ
き
と
認
識
致
し
ま
し
た
。

●奈良県生駒市（５日）
　空き家対策について
●大阪府豊中市（６日）
　保育士確保について
●きのくに子どもの村学園（７日）
　（和歌山県橋本市）
　子どもの教育環境の整備に
　ついて

７月５日～７日

教育民生常任委員会

行

政

視

察

報

告

学
ん
で
き
ま
し
た
！
先
進
地
の
事
例

学
ん
で
き
ま
し
た
！
先
進
地
の
事
例

米原市による説明各務原市ふれあいバス

生駒市へ受け入れの御礼と本市ＰＲをする委員長

学園の生徒から話を聞く

や

わ
た

し

ま
い

ば
ら

し

か

か

み

が

は

ら

し

い

こ
ま

し

と
よ

な
か

し
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●熊本県天草市（５日）
　起業創業支援と販路拡大への取組について
●熊本県水俣市（６日）
　村丸ごと生活博物館推進事業について
●熊本県宇城市（７日）
　eスポーツ×デジタル拠点
　「うきのば」について

７月５日～７日

産業建設常任委員会

第３２回全国市町村交流レガッタ下諏訪大会
令和５年９月３０日（土）から10月1日（日）　　会場／下諏訪ローイングパーク

　
天
草
市
で
は
、「
起
業
創
業
・
中

小
企
業
支
援
セ
ン
タ
ー
」
や
「
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
・
あ
ま
く
さ
」、「
天
草
宝
島

物
産
公
社
」
に
お
い
て
、
起
業
創
業
支

援
や
販
路
拡
大
に
取
組
ん
で
お
り
、
商

品
開
発
や
雇
用
創
出
に
つ
な
が
っ
て
い

る
と
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
販
路
拡

大
に
つ
い
て
は
、
生
産
者
と
域
内
外
の

取
引
先
を
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
取
組
み

を
、
本
市
で
も
研
究
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　
水
俣
市
の
久
木
野
ふ
る
さ
と
セ
ン

タ
ー
「
愛
林
館
」
で
は
、
地
元
材
料
を

使
っ
た
味
噌
や
梅
干
し
な
ど
の
製
造
販

売
や
カ
フ
ェ
、
米
や
大
豆
の
生
産
販
売

な
ど
、
村
お
こ
し
に
取
り
組
ん
で
い
ま

し
た
。
本
市
で
も
農
村
の
維
持
な
ど
は

今
後
の
課
題
で
あ
り
、
行
政
と
し
て
の

考
え
を
整
理
し
研
究
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
ま
す
。

農村維持の説明ｅスポーツの実体験

　
宇
城
市
で
は
、ｅ
ス
ポ
ー
ツ
×
デ

ジ
タ
ル
拠
点
「
う
き
の
ば
」
を
開
設
し
、

市
民
に
よ
る
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
の
体
験
、
交

流
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。ｅ
ス
ポ
ー

ツ
は
人
を
集
め
る
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て

も
有
効
で
あ
り
、
社
会
的
意
義
や
地
域

産
業
へ
の
波
及
効
果
を
研
究
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　今回の全国レガッタの会場は、７年に一度、甲年と寅年に行われる天下の大祭、勇壮な祭りの代表的

な「木落し」の場面で有名な長野県下諏訪町。

　市議会クルーは９月の「市民レガッタ」を皮きりに「全国レガッタ」出場を目指し、６月頃から公務

の合間を縫って練習に汗をかいてきた。

　全国大会１日目は風の影響もなく、午前中に由利本荘市のチームは４０分の公式練習を終えた。選手

は異口同音に「子吉川より重い」を連発。選手の不調ぶりが目についた。

　その後、開会式を挟んで予選会が行われたが、議会２クルーとも予選会突破（５艇中１上がり）はな

らず敗退…。

　そんな中、由利本荘市チームは男子１６０歳以

上「悪友会」、女子１６０歳未満「由利本荘森林

組合Ｌ」は、共に優勝と準優勝の好成績を納め

てくれたことがせめてもの救いとなった。

　我が議会クルーは、今回の成績を検証しクルー

全員が来年へのリベンジを誓った。

　ボートに限らずスポーツは「イレギュラー」を

いかに「リカバリー」するかが勝敗を左右する。

「たかがボート」「されどボート」、スポーツから

いただく考察力を議会活動でも生かし真摯であ

り続けたいと改めて思った。

（議会クルー監督　長沼久利）

（委員会構成） ◎＝委員長　〇＝副委員長議員紹介議員紹介議員紹介

後
列

堀
井
新
太
郎

　
　（
高
志
会
）

阿
部

　十
全

　
　（
無
所
属
）

大
友

　孝
徳

（
市
民
の
窓
口
）

前
列

　長
沼

　久
利

　
　
　（
高
志
会
）

○
佐
藤

　義
之

　
　
　（
高
志
会
）

◎
正
木

　修
一

　（
サ
キ
ホ
コ
レ
）

　伊
藤

　順
男

　
　
　（
高
志
会
）

総
務
常
任
委
員
会

総
務
部
、
企
画
振
興
部
、
会
計
課
、
議
会
事
務
局
、

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
、
監
査
委
員
事
務
局

お
よ
び
消
防
本
部
の
所
管
に
関
す
る
事
項
な
ら

び
に
他
の
委
員
会
の
所
管
に
属
し
な
い
事
項

後
列

高
橋

　信
雄

　
　（
高
志
会
）

小
松

　浩
一

　
　（
高
志
会
）

渡
部

　聖
一

　
　（
高
志
会
）

前
列

　甫
仮

　貴
子

　
　
　（
高
志
会
）

○
佐
々
木
隆
一

  

（
日
本
共
産
党
）

◎
吉
田

　朋
子

　
　
　（
高
志
会
）

　佐
藤

　正
人

　
　
　（
公
明
党
）

教
育
民
生
常
任
委
員
会

市
民
生
活
部
、
健
康
福
祉
部
お
よ
び
教
育
委
員

会
事
務
局
の
所
管
に
関
す
る
事
項

後
列

松
本

　
　学

（
市
民
の
窓
口
）

小
川

　幾
代

（
立
憲
民
主
党
）

佐
藤

　健
司

　
　（
高
志
会
）

前
列

　髙
橋

　和
子

　
　
　（
高
志
会
）

○
三
浦

　
　晃

　（
サ
キ
ホ
コ
レ
）

◎
泉
谷

　赳
馬

　
　
　（
高
志
会
）

　三
浦

　秀
雄

　
　
　（
高
志
会
）

産
業
建
設
常
任
委
員
会

産
業
振
興
部
、
観
光
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
、
建
設
部
、

農
業
委
員
会
事
務
局
お
よ
び
企
業
局
の
所
管
に

関
す
る
事
項

議
会
運
営
委
員
会

◎
小
松

　浩
一

　
　
　（
高
志
会
）

〇
三
浦

　
　晃

　（
サ
キ
ホ
コ
レ
）

　佐
藤

　義
之

　
　
　（
高
志
会
）

　甫
仮

　貴
子

　
　
　（
高
志
会
）

　高
橋

　信
雄

　
　
　（
高
志
会
）

　髙
橋

　和
子

　
　
　（
高
志
会
）

議
会
報
編
集

　
　特
別
委
員
会

◎
佐
藤

　正
人

　
　
　（
公
明
党
）

〇
甫
仮

　貴
子

　
　
　（
高
志
会
）

　小
川

　幾
代

　（
立
憲
民
主
党
）

　佐
々
木
隆
一

　（
日
本
共
産
党
）

　大
友

　孝
徳

　（
市
民
の
窓
口
）

　佐
藤

　義
之

　
　
　（
高
志
会
）

　泉
谷

　赳
馬

　
　
　（
高
志
会
）

　三
浦

　
　晃

　（
サ
キ
ホ
コ
レ
）

あ
ま

く
さ

し

う

き

し

み
な

ま
た

し



秋田鳥海眺望のみちツーデーマーチ出発式

各期成同盟会等合同整備促進大会

国道１０７号整備促進期成同盟会・秋田県国道１０８号鳥海ライン整備促進期成同盟会通常総会

旧藩祭「交歓の夕べ」

消防訓練大会 

ヴァーツ祭開会式・友好都市展覧会開会式（ハンガリー）

秋田県市議会議長会県選出国会議員への実行運動（東京都）

矢島カップMt.鳥海バイシクルクラシック

東北日本海沿岸市町村議会協議会中央要望（東京都）～３日

東北市議会議長会理事会・実行運動（東京都）

鳥海高原由利原まつり

道でつなぐ・東北どまんなかサミット2023

いわきおどり（福島県いわき市）

鳥海獅子まつり

市戦没者追悼式・市戦没者遺族地方大会

本荘地区福祉展表彰式

石川善兵衛翁の功績をたたえる植林祭

総合防災訓練

市民ボート大会

市功労者選考委員会

由利本荘・にかほ市民医学講座

秋田県南市町村議会議長連絡協議会総会（横手市）

全国市町村交流レガッタ下諏訪大会議長懇話会（長野県下諏訪

議長公務（主なもの）議長公務（主なもの）議長公務（主なもの）議長公務（主なもの）

７月

８月

９月

９月

８月

７月

議会報編集特別委員会

議会報編集特別委員会

大阪府貝塚市議会行政視察来訪

教育民生常任委員会協議会

当局との連絡会議

総務常任委員会協議会

福井県坂井市議会行政視察来訪

産業建設常任委員会協議会

議長による新任議員等研修会

教育民生常任委員会協議会

議会運営委員会

香川県高松市議会行政視察来訪

本会議（開会）

本会議（一般質問）～７日

会派代表者会議

議会運営委員会

決算審査特別委員会

委員会（議案審査）決算審査特別委員会～１２日

決算審査特別委員会（主査報告）

議会全員協議会

会派代表者会議

議会運営委員会

本会議（閉会）

議会全員協議会

情報公開審議委員会

４日

１０日

１８日

２５日

３１日

２日

４日

７日

１０日

２２日

２５日

２９日

６日

７日

８日

１９日

２２日
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議会日誌議会日誌議会日誌議会日誌

９

月

定

例

会

（７／１～９／３０）

議会だよりをちいき本棚で！ 
由利本荘市議会だよりは、過去のものを含め、

「SideBooks」のちいき本棚でご覧いただけます。

 https://cccc.backshelf.jp/

２日

４日

６日

８日

９日

２１日

２６日

３０日

２日

４日

５日

６日

８日

１６日

１８日

２５日

１日

２日

１０日

１４日

２３日

２８日

３０日

　本会議でどんなことがどのように話し合われてい

るのか、様々な手段で知ることができます。皆さ

んの暮らしに直結していることばかりです。

　ぜひご覧ください。

議会を見よう！知ろう！

★議会を傍聴！ライブで！
★会議録で読む

★ケーブルテレビで生中継

★由利本荘市議会YouTubeチャンネル
　でライブ配信

由利本荘市議会YouTube
チャンネルはこちら→

議
長
就
任
に
あ
た
っ
て議　長

長　沼　久　利

… 

議
会
構
成
決
ま
る 

…

… 

議
会
構
成
決
ま
る 

…

　
こ
の
度
の
臨
時
会
に
お
い
て
第
８
代

議
長
に
選
任
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
身

に
余
る
光
栄
で
あ
る
と
同
時
に
、
議
決

機
関
で
あ
る
長
の
責
任
は
極
め
て
重
大

で
あ
り
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り

ま
す
。
公
正
・
公
平
か
つ
円
滑
な
議
会

運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
て
、本
市
に
お
け
る
課
題
は
、年
々

厳
し
さ
を
増
す
財
政
状
況
の
中
で
の
全

国
自
治
体
の
共
通
と
も
な
る
人
口
減
少

や
少
子
高
齢
化
社
会
に
対
応
し
た
医

療
・
福
祉
・
教
育
な
ど
の
充
実
で
あ
り

ま
す
。

　
議
会
と
し
て
、
開
か
れ
た
議
会
の
姿

を
模
索
し
つ
つ
、
多
様
化
す
る
住
民
ニ

ー
ズ
は
も
と
よ
り
、
時
代
変
化
を
的
確

に
と
ら
え
、
市
執
行
部
と
の
連
携
で
課

題
解
決
に
向
け
、
市
政
発
展
の
た
め
に

誠
心
誠
意
努
め
て
ま
い
る
覚
悟
で
あ
り

ま
す
。
今
後
と
も
、
市
民
の
皆
様
に
は

こ
れ
ま
で
以
上
の
ご
理
解
と
熱
量
あ
る

ご
教
示
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の

あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
11
月
17
日
に
開
催
さ
れ
た
令
和
５
年
第
１
回
臨
時
会
に
お
い
て
、
議
長
及
び
副

議
長
の
選
挙
が
行
わ
れ
、
投
票
の
結
果
、
議
長
に
長
沼
久
利
議
員
、
副
議
長
に
佐

藤
健
司
議
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
各
常
任
委
員
会
、
議
会
運
営
委
員
会
及
び
議
会
報
編
集
特
別
委
員
会
の

委
員
構
成
も
変
わ
り
ま
し
た
の
で
、
併
せ
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
本
臨
時
会
に
お
け
る
当
局
提
出
議
案
で
は
、
補
正
予
算
１
件
を
原
案
の

と
お
り
可
決
し
て
お
り
ま
す
。

一
丸
と
な
っ
て

副議長

佐　藤　健　司

　
こ
の
度
の
臨
時
会
に
お
い
て
、
副
議

長
を
拝
命
致
し
ま
し
た
。
そ
の
責
任
の

重
さ
か
ら
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ

り
ま
す
。

　
ま
だ
ま
だ
議
員
経
験
は
短
い
身
で
あ

り
ま
す
が
、
市
民
の
皆
様
の
負
託
に
応

え
る
た
め
、
議
員
各
位
の
協
力
を
得
な

が
ら
、
議
長
を
補
佐
し
、
議
会
運
営
、

市
政
発
展
に
尽
力
致
す
所
存
で
あ
り
ま

す
。

　
現
在
本
市
で
も
、
人
口
減
少
や
少
子

高
齢
化
な
ど
様
々
な
課
題
を
抱
え
て
お

り
ま
す
が
、
他
方
大
き
な
事
業
や
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
進
行
中
や
計
画
中
で
あ
り

ま
す
。
本
市
が
将
来
に
わ
た
っ
て
持
続

的
発
展
を
す
る
た
め
に
、
市
民
の
皆
様

の
声
を
聞
き
、
市
当
局
と
意
思
疎
通
を

図
り
、
市
議
会
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組

ん
で
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
の
一
層
の
ご
指
導
と
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

◎有害鳥獣被害防止対策事業　３９０万６千円

◎新山小学校改築事業　　　　　６４８０万円

◎矢島小学校改築事業　１億８０３６万２千円

◎生活応援券事業　　　　　４０９４万３千円

補正予算（主なもの）

原案
可決

11月臨時会議案

議会基本条例の検証を実施

　議会基本条例は、市議会が市民福祉の向上と市
政の伸展に寄与することを目的に、市民に信頼され
る機関として担うべき役割と責務を果たし、市民の
負託に応えられる議会を目指すため基本的な事項
を定めた条例です。
 令和 5 年度より、市議会の活動が本条例の目的を
達成するための活動を行っているかを、議会運営
委員の任期 2 年ごとに検証し結果を公表しています。

慶祝、
協賛など

弔　　　事

７月 ８月 ９月

61,900円
（10件）

27,461円
（5件）

51,850円
（8件）

30,000円
（1件）

0円
（0件）

26,500円
（1件）

議長交際費議長交際費議長交際費議長交際費

議長公務・交際費の詳細につきましては、市ホームページをご覧ください。

　議会基本条例検証結果報告書は
市のホームページをご覧ください。
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１１月臨時会　委員会構成・議案関係　▶Ｐ２
令和４年度決算を認定　　 　　　▶Ｐ４
議案の中からピックアップ　　 　　▶Ｐ６
ここが聞きたい　一般質問　　　▶Ｐ８
行政視察報告　　　　　　　　　▶Ｐ１３
お知らせします　議会の動き　　▶Ｐ１５
愛ＬＯＶＥゆりほんじょう　　　▶Ｐ１６

由
利
本
荘
市
議
会
で
す

ま
ち
の

声
か
ら

由利本荘市議会だより
令和５年／２０２３年１２月１５日　第７４号

９月定例会
イベント真っ盛り／前郷　食の祭典（１０月２９日　由利体育館）

自慢の料理で競い合う 16
〒015-8501  秋田県由利本荘市尾崎17番地

電話／0184-24-6386　FAX／0184-27-1793
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編集／議会報編集特別委員会

ホームページ  https://www.city.yurihonjo.lg.jp
由利本荘市議会 検 索

は九月に、大内地区の菊地建設という会社で
職場体験活動をしました。実際の現場では、

機械の大きさや、危険な現場での作業に驚くととも
に、仕事をしている方への尊敬の気持ちも沸いてき
ました。また、体験作業としてキャベツの種まきを
しました。一つの会社の中で、建設現場の仕事や野
菜栽培の仕事など、いろいろな種類の仕事を行って
いることに驚きました。働いている方々は、私たち
にとても優しく接してくださり、充実した二日間と
なりました。
　今回の職場体験活動を通して、私の住む地域にこ
のような会社があることを知り、とても頼もしく感
じました。あらためて地域の良さを実感すると同時
に、将来は地域に貢献できる人になりたいと思いま
した。

が住んでいる大内は、自然が豊かでおいしい農
作物がたくさん採れます。私は近所の人からいた

だく枝豆やキュウリが大好きです。
　小さいころは、何もない大内があまり好きではありませ
んでした。ですが、大内にある山や自然は、何十年、何
百年と長い時間が積み重なってできていることを知り
ました。この山のおかげでおいしい空気が吸えて、おいし
い水が飲めて、おいしい食べ物を食べることができます。
　私が学校から帰ってくると、近くに住んでいるおばあ
ちゃんやいろんな人が「お帰り」と私にあいさつしてく
れます。私は恥ずかしくてだまってしまうことがありま
す。それなのに次の日もまたあいさつしてくれます。私
が思い切ってあいさつするとみんな笑顔になってくれ
ます。そして、私もうれしくなります。
　大内は、人も自然も私たちに優しくしてくれる。そう
いうところが大好きです。

愛 ＬＯＶＥ
アイ ラブ

ゆりほんじょう
vol.３2

私 私

私の好きな大内地域の良さ、実感！

大内小学校 ５年

さん伊藤 萌衣

大内中学校 ２年

（町内名　長坂）（町内名　松山）

よね ざわ い とう め い

さん米澤 こはる

編
集
後
記

議
会
報
編
集
特
別
委
員
会

　今
年
は
、
私
が
住
職
を
任
じ
ら
れ
て
お
り
ま
す

龍
源
寺
が
開
か
れ
て
四
百
年
目
と
な
る
年
で
す
。

五
年
前
か
ら
亡
き
師
と
共
に
準
備
を
進
め
、
六
月

に
は
記
念
と
な
る
大
法
要
を
多
く
の
方
の
賛
助
の

下
、
営
む
事
が
で
き
、
本
当
に
有
り
難
い
一
年
に

な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　し
か
し
、
特
別
な
一
年
の
よ
う
に
思
え
て
も
、

世
の
中
に
四
百
年
の
歴
史
を
「
持
っ
て
い
な
い
」

も
の
も
き
っ
と
無
い
の
だ
ろ
う
、
と
思
え
た
の
も

こ
の
一
年
の
気
付
き
で
し
た
。
お
寺
の
伝
統
も
四

百
年
よ
り
前
か
ら
繋
が
っ
て
い
ま
す
。
人
も
物
も
、

確
か
め
ら
れ
な
い
だ
け
で
、
今
年
は
別
の
何
か
の

五
百
年
目
、
千
年
目
で
す
。
そ
の
豊
か
な
流
れ
の

貴
さ
と
責
任
、
そ
し
て
楽
し
さ
を
、
こ
れ
か
ら
の

糧
に
し
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　一
市
七
町
の
歴
史
伝
統
の
新
し
い
年
を
祝
し

て
。
合
掌

　
私
た
ち
議
会
報
特
別
委
員

会
も
２
年
が
過
ぎ
、
少
し
で

も
皆
様
に
「
伝
わ
る
議
会
報
」

を
目
指
し
て
編
集
委
員
一
同

努
力
し
て
き
ま
し
た
。

　
編
集
会
議
で
は
、
記
事
が

伝
わ
る
表
現
と
な
っ
て
い
る

か
、
短
文
で
理
解
で
き
る
内

容
か
な
ど
議
論
し
な
が
ら
締

め
切
り
日
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
議
会
報
に
欠
か
せ
な

い
「
愛
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
ゆ
り
ほ
ん
じ

ょ
う
」「
ま
ち
の
声
か
ら
」
に
は
、

毎
号
突
然
の
お
願
い
に
も
か

か
わ
ら
ず
ご
寄
稿
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
に

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
後
も
、
議
会
活
動
が
見
え
、

伝
わ
る
紙
面
と
な
る
よ
う
編

集
作
業
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
の
で
、
ご
愛
読
の
程
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　（
正
木
修
一
）

委
員
長

　
　正
木

　修
一

副
委
員
長

　泉
谷

　赳
馬

委
員

　
　
　小
川

　幾
代

　
　
　
　
　佐
藤

　正
人

　
　
　
　
　佐
々
木
隆
一

　
　
　
　
　大
友

　孝
徳

　
　
　
　
　甫
仮

　貴
子

　
　
　
　
　吉
田

　朋
子

　
　
　
　

 

　
　

  

（
議
席
順
）

議会だより第７３号 P.16 の小野彩夏さんの学年に誤りがありました。
　（誤）東由利中学校３年生　→　（正）東由利中学校２年生　　　お詫びして訂正いたします。お詫びと訂正

特
別
な
一
年
、
だ
け
ど…

じ
ゅ
ん

た
い

つ
ち

や

さ
ん

矢
島
地
域 

  

　　　　　　　　
（
町
内
名

　家
中
）

土
屋

　泰
順


